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プロローグ








　王城内の一室、晩餐会用に整えられたその部屋には、煌びやかな衣装を身に纏った兄弟達が揃っていた。

　国王である父、義母である王妃様、そして二人の側妃様という四人の大人は、私達異母兄弟の様子を静かに見守っていた。

「嫌よ！　私は絶対に嫌だわ」

　王妃様の実子であり第二王女のアマリア様が甲高い声で叫ぶ。

　この場にいるのは私を含め、王子が二人、王女が六人の計八人。

　王子達は自分には関係ない話だと高を括っているのか、高みの見物を決め込んでいるようだった。

　兄弟の中でも末席であり発言権のない私は、姉妹達がかしましく言い合う姿を眺めながら、零れそうになる溜め息を何度も飲み込んでいた。

「大昔の条約のために、どうしてバケモノなんかに嫁がなければならないのよ！　獣人国に嫁いだ者は生きて帰ってこられないって噂なのよ!?」

　派手な音を立てて机を叩いたアマリア様は、鋭い視線を大人達に向ける。

　彼女の怒りに周囲が静まり返る中、こほんと小さく咳払いをしたのは、対面に座っていた第三王女のシルビア様だった。

「お父様、お母様。突然、獣人国に嫁ぐ者を決めろと言われても無理がありますわ。女子供を攫って食べると言われる獣人に嫁ぐなんて、死地に向かうようなものではありませんか」

「お、お姉様のおっしゃる通りです！　私も嫌です。獣人を目の前にしたら、恐怖で倒れてしまうもの！」

　彼女の言葉に追随するようにして、他の王女様方も声を上げる。

「私だって嫌よ！　自分付きの使用人も連れていけないんでしょう？　王城を出たら、誰が私の身の回りの世話をしてくれるのよ！」

「私だってそんな環境耐えられない！　誰にも傅かれない生活なんて、まるで平民じゃない──」

　最後の誰かの言葉に、争っていた姉妹達が急に静まり返る。

　そして、その場にいた全員の視線が私に向けられた。

　奇しくも『平民』という単語によって、彼女達は最良と思える答えを導き出してしまったらしい。

「ラティーナは、十四歳まで平民として生活していたわよね？」

　アマリア様の口にした問いかけは、質問ではなく確認だった。

「……はい」

　身分の下の者に発言が許されるのは、話しかけられた場合のみだ。

　現在王城の中で最も身分の高いアマリア様からの質問に端的に返事をすると、静かに目を伏せた。

　私は、父である国王が気まぐれに手を出した平民の母から産まれた庶子だった。

　当時王城の隅で働いていた母は無理矢理父に手篭めにされ、子供を授かったことを気付くやいなや身を隠すように城を去り、城下町でひっそりと生活をしていたらしい。

　母は私が十六歳のときに突然の事故で亡くなった。

　茫然自失となりながらも、ひとしきりの片付けを終わらせた後、部屋で途方に暮れていたところに、どこからか私のことを嗅ぎつけた王城からの遣いが現れた。

　そのときの私は母を亡くした悲しみと寂しさでいっぱいで、血の繋がった父や兄弟がいると言われて、何の警戒もなく王城に訪れてしまった。

　時を戻せるならば、そのときの自分に逃げろと伝えてやりたい。

　王城で事の真相を知り、母の厚意を無駄にしたことに気付いた。

　決して友好的とは思えない視線を向けてくる王妃様。

　あからさまに顔を顰める側妃様方。

　母に似て早い内から女性らしい身体つきだった私を舐めるように見てくる王子達。

　表面的には微笑みかけながらも、自分の都合のいいように利用してくる王女達。

　この二年間、散々王族達の汚いところを見てきた。

「私達王女には国のために嫁ぐ役目があるわ。平民出身のラティーナは、大国や高位貴族に嫁ぐなんて重圧に耐えきれないでしょうし、獣人国への嫁入りはちょうどいいのではなくて？」

　先程まで自分は絶対に嫌だと言っていたその口で、ぬけぬけとよくそんな提案ができるなと思う。

「そうね。ラティーナのような紅茶色の髪では、貴族家に嫁いでは浮いてしまうでしょうし」

「流行遅れのドレスでも、獣人なら気にしないかもしれないわね」

「ひときわ女性らしい身体つきなのだから、獣人の王も籠絡してしまえばいいじゃない」

　嘲笑交じりの姉妹の会話を聞き流す。

　彼女達の口にすることは事実で、父である王の趣味か兄弟は皆金髪であるし、姉妹全員華奢でスレンダーな体格をしている。

　母譲りの紅茶色の髪に女性らしい身体つきの私は、見た目でどうしても浮いていたし、自分でドレスを買うような余裕もないため、身に着けているドレスは姉妹達から下げ渡された古いデザインのものだった。

「平民として生活していたのだから、ちょっとやそっとの不便があっても逞しく生きていけるでしょうし」

「そうね、ラティーナが適任だわ」

「ラティーナに嫁入りしてもらいましょう」

　口々に私の名前を出す姉妹達の様子を、半ば呆れた気持ちで眺めていれば、父である国王の咳払いが聞こえた。

「ラティーナ、皆はこう言っておるがお前はどうだ。獣人国へ嫁入りしてくれるか？」

　ここで断ったとて、結局他の姉妹が受け入れる様子もないのだから、どちらにせよ私に回ってくるだろうことは容易く想像できる。

　元より私に選択権はないのだ。

「承知いたしました」

　私の返答に、歓声に近い声が上がった。

　元より選択権はなかっただろうにと白けた視線を送りながらも、この鬱陶しい王城を離れられるのならば、どこに嫁入りするのでも構わないとすら思えた。







一、獣人国への嫁入り








　獣人国とは、我が国の南に位置する国である。

　広大な大地と豊かな資源を持ち、周囲を深い森という天然の要塞に囲まれたその国は、不可侵の大国とも呼ばれている。

　かの国に生きる民は、獣と人が混ざった種族──獣人であることから、我々人の国からは『獣人国』と呼ばれ、忌避されていた。

「獣人、ねぇ……」

　揺れる馬車の中で、ぽつりと呟く。

　長距離移動の時間潰しにと持参した、獣人国についての文献を膝の上に広げ、ふうと溜め息を溢した。

　平民として市井にいた頃から獣人の存在は知っていたが、それは恐怖の対象としてだった。

　城下町において『夜更かしする子は獣人に食べられるぞ』という台詞は、親が子供に注意するときの脅し文句だ。書籍にも『全身を毛皮に覆われ、鋭い角と牙を持つ獣人が、夜に紛れて子供を攫いにくる』という市井の言い伝えが記載されている。

　昔から、獣人は女子供を攫い、その柔らかい肉を食すとまことしやかに噂されていた。

　手元にある本によれば、遥か昔に我が国が獣人国に戦争を仕掛けて大敗を喫した際、敗戦の代償として、とある条件を呑むことで不可侵条約が結ばれたらしい。

　その条件というのが、王女を花嫁として差し出すことだった。

　条約が結ばれた後、およそ百年に一度、獣人国の申し出があるたびに花嫁が捧げられている。

　前回花嫁を求められた際に捧げられたのは、三代前の国王──曽祖父の妹だったらしい。

　その後の彼女の消息は掴めておらず、彼女を含めこれまで捧げられた花嫁全員が、漏れなく一切の音沙汰がなくなったという事実に溜め息しか出てこない。

　いくら不便な生活環境だったとしても、生きていれば手紙の一通も書けるだろう。

　姉妹の誰かが言っていた、一人も生きて帰ってきていないという話が事実であることを知り、思わず天を仰いだ。

「食べられそうになったら、命乞いでもしてみようかしら」

　ふと零れた独り言に、苦笑が漏れる。

　命乞いをしたところで、生き延びられる保障などどこにもない。

　そもそも獣人国への嫁入りを承諾したときに、自分の運命は決まってしまったようなものだった。

「……まあ、あのまま城にいても碌なことにはならなかったでしょうし」

　馬車の天井を見上げながら、小さく肩を竦めた。

　あの城の中で、後ろ盾のない私に、信頼できる味方はいなかった。

　この二年間、衣食住を提供し、教育を施してもらえたことには感謝しているが、愛欲物欲にまみれた退廃的な思考の肉親達とは、どうしても相容れなかった。

　日によって別の女性を『運命の相手』と呼ぶ兄弟達に、何度も『真実の愛』を見つける姉妹達。

　礼節の講義を受けている部屋の壁越しに嬌声が聞こえてきたこともあれば、血の繋がった王子の一人に、部屋に連れ込まれそうになったことさえある。

　王族貴族、ましてやその子供達なんて、よほどやることがなく暇なのだろう。

　王城で生活していた短い間に、奔放な性生活を過ごす兄弟姉妹を散々見てきた。

　嫌な記憶を溜め息と共に吐き出しながら、手に持っていた本をぱたんと閉じる。

　分厚い本を膝の上に乗せ、背もたれに身体を預けると窓の外に視線を向けた。

　馬車の窓に、自分の姿が映る。

　身に纏っている空色のドレスは、姉妹にはお忍び用と言われてしまいそうなほどにシンプルなデザインだった。

　ハレの日を迎えた王女とは思えないほどに質素な出で立ちだが、いざというときを考えれば、これぐらいが動きやすくてちょうどいい。

　荷鞄に詰めているのも、今後の生活で困らないようにと、一人で脱ぎ着ができるドレスだけだった。

　王女の嫁入りだというのに、あまりの荷物の少なさに我ながら笑ってしまう。

　──対外的には政略結婚なんでしょうけど、実質生贄よね。

　窓枠に肘を置くようにして、小さく嘆息した。

　これまで捧げられてきた花嫁が、実際にどういう扱いを受けたのかはわからないが、一人の例外もなく消息不明になっていることから、平穏無事というわけにはいかないだろう。

　夫となる獣人国の王とは、どんな相手だろうか。

　獣人には間違いないだろうが、出会った瞬間、頭から噛みつくような相手でなければいいと思う。

「……会話ができれば御の字ね」

　今更逃げ出すことなんてできないし、そもそも逃げ出したところで私には帰る場所なんてない。

　獣人国への嫁入りを受け入れた時点で、ある程度の覚悟は決まっていた。

　初対面で食べられそうになったら、命乞いくらいはしてみよう。

　交渉の余地がありそうならば、政略結婚の相手として受け入れてもらえるよう提案してみてもいいかもしれない。

　──結局は相手次第ね。

　そんなことを考えながら、我ながら夢のない思考に思わず苦笑を漏らしてしまった。

　この四年の間に、性に奔放な兄弟姉妹の姿を目にしてきたせいか、愛だの恋だのといったものに全く夢を抱かなくなっていた。

　そもそも自分の母も、その被害者の一人なのだ。

　あれほどに性倫理の歪んだ場所から抜け出せたことについては、この嫁入りに感謝したいくらいだった。

　暗くなっていく思考を追い払うように首を振ると、深く息を吐きながら背もたれに身を預ける。

　馬車に揺られて、今日で三日目になる。そろそろ国境が近いはずだ。

　約束の時間は本日の十八時。

　指定された待ち合わせ場所に、獣人国の迎えがくる手筈となっているらしい。

　窓の外には、溶け出した太陽が空を橙に染めている。

　陽が沈めばこの辺りは暗闇に包まれるのだろう。

　馭者も護衛達も、それまでには引き返せる日程で進んでいるはずだ。

　馬車に乗っているのは私一人。

　周りを囲むのは、私を無事送り届けることが目的の護衛達だが、「無事送り届ける」という名目を掲げつつも、実質は私が逃げ出さないようにと見張るための存在だった。

　王女でありながら侍女すら連れず、身一つで獣人国へと捧げられる私の嫁入りは、正に生贄と言えるのだろう。

　──願わくば、建設的な関係を築ける相手でありますように。

　胸中で、ひっそりと呟く。

　私を乗せた馬車は、穏やかな西陽に包まれながら、国境へと繋がる道を進んでいくのだった。





＊・＊・＊






「どうぞ、こちらへ」

　穏やかなその声は、高い天井によく響いた。

　声の主であり獣人国の使者である男性は、その白銀の長髪を揺らしながら恭しく頭を下げる。

「しばしお待ちください。陛下を呼んでまいります」

　そう告げると、彼は軽やかな足取りで広間を去っていった。

　謁見の間だというこの広間には、太い石柱が何本も立ち並び、白で統一された空間の中央には、真っ直ぐ伸びるように深い紅色の絨毯が敷かれている。

　その絨毯の先には数段上がった場所があり、そこには大きな椅子が置かれていた。

　明らかに玉座だろうその椅子を真向かいにした場所に立たされ、ここで待つように指示をされると、否が応でも緊張してしまう。

　捧げられてきた花嫁を一人にして去っていくなんて不用心にも程があるのではないかと思いつつ、きょろきょろと周囲を見渡していれば、斜め後ろからフスッと大きな鼻息が聞こえた。

　その音に振り返れば、腰を下ろした状態でも私と同じぐらいの背丈のある黒褐色の獣が、まるで返事をするかのように再び鼻息を鳴らした。

　数時間前、夕日も沈みかける時間に到着した私達を待ち受けていたのは、獣人国の使者を名乗る男性と黒褐色の大きな獣だった。

　大きな獣に動揺した馬では近づくこともできず、少し離れた場所で早々に馬車を降りると、歩いて待ち合わせ場所に向かう。

　荷物運びを手伝っていた従者達は、大きな獣に食われることを心配するあまり、待ち合わせ場所に着くなり投げるように荷物を置くと一目散に逃げ去っていった。

　ぽつんと一人取り残された私は、溜め息交じりに彼らの後ろ姿を見送り、待っていた相手に向き直る。

「ラティーナと申します。約束通り参上しました」

「お待ちしておりました王女様。これほどに美しい姫君が来てくださるとは、陛下もさぞお喜びになるでしょう」

　ニコニコと人の良さそうな笑みを浮かべる使者の頭には、髪と同じ白銀色の獣の耳のようなものが二つ覗いている。

　外套で身体を覆われているために確認することはできないが、もしかしたら彼の後ろには大きな尻尾があるのかもしれない。

　まさに人と獣が交じり合った姿を目の前にして、改めて自分の嫁ぐ相手が人間ではないことを自覚していれば、使者はくるりと身を翻すと、後ろに控えていた黒褐色の獣の隣に立った。

「さあ、早速移動いたしましょう。ここからは、こちらのタルバがお連れいたします」

　使者はそう言いながら、黒褐色の背中をぽんと叩く。

　タルバと呼ばれた獣は、まるで返事をするかのようにグルと小さく喉を鳴らした。

　大きな口に鋭い牙、身体全体を黒褐色の毛並みで覆われたその獣は、ピンと立てた耳で周囲を警戒しつつ、赤褐色の鋭い眼光はこちらを観察しているように見える。

「タルバの背に乗っていただければ、王宮までは小一時間かからないかと」

　そう言うが早いか、使者は半ば強引に私の荷物を受け取ると、ぐいぐいと背中を押しながら私をタルバの隣へと押しやる。

　獣が大人しく身体を伏せると、使者の手によってその背に乗せられた。

　想像していたよりも柔らかい毛並みに小さく安堵していると、使者から振り落とされないようにしっかりと首に掴まるよう指示が飛んでくる。

　そこから先は無我夢中で覚えていない。

　タルバと呼ばれた獣の移動スピードがあまりにも早く、目を開けば流れる景色の速さに恐怖を感じて力一杯目を閉じたし、それでも感じる風圧に飛ばされないようその身体にしがみつくことに必死だった。

　気が付けば星の瞬く夜空の下、獣人国の王宮だという建物まで辿りついていた。

　謁見の間に通されてから、しばらく経つ。

　使者は陛下を呼びに行くと言って出て行ったままで、静まり返った空間には、タルバの息遣いだけが響いていた。

　ちらりと視線を向ければ、半ば開いた口からは大きな鋭い牙が覗いている。

　──逃げ出すそぶりでも見せれば、噛み殺されそうね。

　恐らく、タルバは見張り目的で側に付けられているだろう。

　これまで捧げられてきた花嫁の中には、途中逃げ出した者もいたのかもしれない。

　逃げ出したとして帰る場所もない私に見張りなんて不要なのだが、そんなことを彼らは知る由もない。

　そう考えると、律儀に警戒してくれているタルバになんだか申し訳なくなってくる。

「逃げ出すつもりはないから安心して」

　小さく呟けば、三角に尖った耳がピクリと動いた。

「もし食べられそうになっても、正々堂々命乞いをするつもりよ」

　そう言いながら胸を張って見せれば、こちらに向けられるタルバの瞳が、なんだか哀れむように細められた気がする。

　まるで溜め息のようなフスッという鼻息が大きく響いたものの、その尾がふわりと揺れたのを見れば、なぜか応援されたような気持ちになった。

　そういえば市井で暮らしていた頃、大きさは違うものの、似たような犬が近所にいたような気がする。

　母との二人暮らしでは動物を飼えるような余裕はなかったが、近くを通るたびに名前を呼べば愛想良く走り寄ってきてくれた。

　懐かしい記憶に、ついつい頬が緩んでしまう。

　思い出してみれば私自身、動物は嫌いではない。

　座っている状態でも人の背丈ほどもあるタルバを見る限り、獣人国の生態系は人の国とは明らかに違うのだろう。

　しかし、生物としての根本は同じかもしれない。

　もしかしたらタルバも顎下を撫でれば喜ぶのかしらと考えていれば、パタパタという足音と共に再び使者が姿を現した。

「お待たせしました！　陛下がお越しになるそうです。貴方の到着を心待ちにされていたそうですよ」

「……それは、光栄です」

　どういう意味で心待ちにしていたのかと思いながらも、できれば獲物方向ではないことを心の中で祈る。

　すぐに扉の開く音が響き、恭しく頭を下げる使者に倣って慌てて頭を下げた。

　静かな足音の後に、椅子に腰掛けたような音が耳に入る。

「顔を上げよ」

　謁見の間に、低い声が響いた。

　まずはいきなり食べられなかったことに安堵しながら、その声にゆっくりと顔を上げる。

　見上げた先──大きな椅子に腰を下ろす人物を目の当たりにして、思わず目を見開いた。

　そこにいたのは、一人の青年だった。

　年の頃は二十代半ばくらいだろうか。

　太陽を溶かしたような金髪に、明るい翠の瞳。

　長い睫毛に薄い唇と、祖国であればさぞもてはやされただろう整った顔立ちに、うっかり見入りそうになってしまう。

　この国の民族衣装らしい象牙色の衣服からは、すらりと伸びた二本の腕と二本の足が覗いていた。

　獣人国を統べる王なのだから、恐らく彼も獣人なのだろう。

　しかし、彼には身体を包む毛皮も、耳も尻尾も、獣人らしい特徴が一切見つからない。

　──どこからどう見ても人間にしか見えないわ。

　戸惑い半分にじっと相手を見つめていれば、彼はどこか不機嫌そうに眉根を寄せた。

「名前は」

　その低い声に、身体を強張らせながらも口を開く。

「ラティーナと申します」

「歳は？」

「今年十八歳になりました」

　端的な質問が終わると、再び沈黙が訪れた。

　気まずい空気にしばらく耐えていると、静まり返った空間に、ぽつりと小さな呟きが響いた。

「……臭うな」

　その言葉に、思わず口元が引き攣りそうになる。

　国境近い待ち合わせ場所に馬車で向かうため、この数日身を清める方法は身体を拭くくらいしかなく、自分の身体がお世辞にも清潔とは言えない状態であることは理解していた。

　しかし、嫁いできた花嫁にかける第一声がこれとは、随分失礼な話ではないだろうか。

　思わず拳を握りしめると、横から大きな声が上がった。

「ああ、なるほど。そうですよね、臭いますよねぇタルバの臭い。ええ、ええ、わかります、わかりますよ」

　なぜか深く頷きながら語る使者の様子に、玉座に座る彼は眉間の皺を更に深くする。

　使者である彼の配慮により、どうやら臭いの原因はタルバが肩代わりしてくれることになったらしい。

　タルバには申し訳ないながらも、ありがたく心遣いを受け入れることにする。

「……もうよい。すぐ準備を始めるがいい」

「それはなによりです。早速準備をいたしましょう」

　使者にそう指示をした彼は、さっと身を翻して謁見の間を出て行ってしまった。

　夫となる相手との初対面は、ものの数分。

　会話らしい会話はなく、正直先が思いやられるようなやりとりだったが、初対面から食い殺されなかっただけでもましだと思おう。

「ははは、我が主はどうも恥ずかしがり屋でいけませんね。到着早々初夜の準備をしろだなんて、浮かれているに違いありません」

「はぁ」

　使者はにこやかに語りかけてくるが、彼の様子はどう見ても浮かれているようには見えなかった。

　人と獣人との常識に差異があるのか、それとも使者の目が節穴なのか。

「どうされましたか？　ああ、初夜を前に緊張していらっしゃるのでしょうね。大丈夫ですよ、入浴でしっかりタルバの臭いを落としましょう！」

　ニコニコと愛想よく語りかけてくる使者の言葉に、先程の失礼な発言を思い出して、再び顔が引き攣りそうになる。

「そう、ですね」

　なんとか言葉を返せば、近くからフスッというタルバの鼻息が聞こえた。

　なんとなく申し訳ない気持ちで、斜め後ろの黒褐色の身体に向かって頭を下げる。

　──まあ、まずは第一関門を突破したことを喜ばないと。

　最悪の場合、初対面で食い殺される恐れもあると思っていたのだ。

　回避できた理由は、もしかしたら臭いのせいだったかもしれないが、ともかく命が繋がったのだからひとまずは喜ぶべきだろう。

「さあさあ、旅の疲れもお湯で流してしまいましょう！　湯殿へご案内いたします」

　私の心情を知ってか知らずか、使者は声高にそう叫ぶと、上機嫌な様子でこちらの背中をぐいぐいと押すのだった。
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「ラティーナ様の側仕えをします、クリアムです！　何なりとお申し付けくださいませ」

　案内された湯殿で待っていた彼女は、元気な挨拶と共に深く頭を下げた。

　赤毛の三つ編みの中から黒っぽい獣耳が伸びているクリアムは、自分よりも少し年下くらいだろうか。

　明らかに獣人とわかる見た目だが、兎のような長い耳をピクピクと動かす姿は可愛らしく、小柄で細身な彼女に対しては命の危険を感じない。

　側付きの侍女を置いてもらえるとは予想していなかったため、少なからず驚いたものの、主人として、にこやかに笑みを返す。

「こちらこそ、わからないことだらけだから色々教えてもらえると嬉しいわ」

「はい！　畏れ多いですが、我が国のことであれば少しはお力になれるかと思います！」

　人懐っこい笑顔を浮かべるクリアムに、ほっとした心地になる。

「ふふ、これからよろしくね」

　飾らない彼女の態度に、思わず笑みが零れた。

「はい！　本日ラティーナ様には湯浴みを済まされた後、陛下の訪れをお待ちいただくと聞いておりますが間違いありませんか？」

「ええ、そう聞いているわ」

「ああ、良かったです！　ようやく陛下も番つがいを得られるとのこと、今からお子様の誕生が待ち遠しいです！」

　キラキラと輝くような笑顔で言われてしまうと、何も言葉を返すことはできない。

「今日は腕によりをかけて磨き上げますね！　それでは、どうぞこちらへ！」

　元気な掛け声と共に湯殿に案内され、丁寧に身体を磨き上げられる。

　湯上りに用意されていた服は、下着は以前と同様に横の紐を留めるタイプだったものの、身体を包む衣装は、先程謁見の間で見た彼が着ていたものと似たようなものだった。

　象牙色の大きな一枚布を全身に巻きつけ、首元と腰元の位置に金輪の装飾品を留めればシンプルなドレスのような仕上がりになる。

　──一人で着られる気が全くしないわ。

　今更ながらクリアムの存在に感謝する。

　彼女の案内で王宮の中を進めば、私のために用意をしたという部屋に通された。

　部屋の扉が開かれ、燭台に明かりを灯されれば、その大きな部屋の内装が浮かび上がる。

　大きな寝台と長椅子、部屋の中には丸みを帯びたデザインの生活家具が並び、大きな窓の外には澄んだ星空が広がっている。

　窓に近寄り、輝く夜空を見上げていれば、クリアムは静かに隣に立った。

「……一人で異国に輿入れされて、不安や心細さもあるかと思います。私で良ければ、お話し相手くらいはできるかと思いますので、いつでも呼んでください。何か気になっていることや、聞きたいことはありませんか？」

　彼女の心遣いが嬉しくて、つい頬を緩ませていれば、ふと先程出会った彼の姿が頭に浮かんだ。

　他には誰もいないこの場でなら、こっそりと尋ねてみても大丈夫だろうか。

「……おかしなことを聞いてしまったらごめんなさい。私の婚姻相手である獣王陛下は、もちろん獣人でいらっしゃるのよね？」

「はい、もちろんです！　獣王陛下は、我が獣人国の頂点に立つお方ですから。獣人の中の獣人です！」

　クリアムの力強い返答に、首を傾げそうになるのをなんとか堪える。

　先程私が目にしたのは、タルバのような獣姿でもなくクリアムのような獣耳も持っていない、どこからどう見ても人間にしか見えない青年だった。

　そんな彼が獣人の中の獣人とは、どういう意味に捉えればいいのだろうか。

　あの姿の彼を獣人と呼ぶならば、人と獣人とは一体どういった線引きをされているのか。

　思わず考え込んでいれば、隣からふふっと楽しげな笑い声が上がった。

　視線を向ければ、こちらを見上げたクリアムに微笑みかけられる。

「ラティーナ様が、陛下に興味を示してくださって嬉しいです」

　ありがとうございますと続けられた言葉に、小さな罪悪感を覚えながらも笑顔を返す。

　どうやらクリアムは、かなり忠誠心の高い使用人らしい。

　今後彼女の前では、彼の悪口になってしまいそうなことは口にするまいと、ひっそりと心に決める。

「今夜はこれで失礼します。何かありましたら、ベルを鳴らしていただければ飛んでまいりますので！」

　勢いよく頭を下げて部屋を去っていくクリアムを、手を振りながら見送った。

　広い部屋に一人取り残された私は、窓の外へと視線を向ける。

　そこには、夜になっても煌々と明かりの点いていた王城では見られなかった、澄んだ夜空が広がっていた。

　吸い込まれそうな深い暗闇の中に、瞬く星が宝石のように煌めき、それぞれが呼応するように瞬いている。

　王城の小さな窓から見える夜空には、星を見つけることはできなかった。

　重苦しいほどの闇空は、いつか落ちてくるのではないかと思うくらいに酷く濁っていたように思う。

　今こうして見上げる夜空が明るく澄んで見えるのは、きっと星の輝きのせいだけではないのだろう。

　そんなことを考えながら、美しい夜空に見惚れていれば、コンコンと扉を叩く音が響いた。

「はい」

　私の返答に扉が開けば、そこには先程見た人物が立っていた。

　眩いほどの金の髪と整った顔立ち。大きな象牙色の衣装からすらりと伸びた四肢。

　まるで祖国の貴公子のような、どこからどう見ても人間にしか見えない彼が、何を言うでもなく静かにこちらを見つめていた。

　目は合っているはずなのに、彼は無言のまま動かない。

　しばらく気まずい沈黙が流れたものの、耐えきれなくなった私はそっと視線を外すと小さく咳払いをした。

「よろしければ、中へ」

　横目で彼の反応を窺えば、扉の前に憮然とした様子で立っていた彼は、特に表情を変えることもなく無言のまま部屋の中へと足を踏み入れる。

　スタスタと寝台へと向かった彼は、腰を下ろすと再びこちらをじっと見つめた。

　──これは、こちらに来いという訴えかしら。

　高貴な身分に生まれた者は、基本的に何をするにも周囲が察して要望に応える行動を取ることが多い。

　恐らく彼は、獣人国の王として、生まれながらに周囲に傅かれながら育ってきたのだろう。

　そんなことを考えながら、彼の求めに応えようと寝台へと向かい、隣に腰を下ろした。

　静まり返った空間の中で落ち着かないまま、横目でちらりと様子を窺う。

　近くで見る彼の髪はうっすらと湿り気を帯びており、どうやら彼も湯浴みを済ませてきたらしかった。

「ラヴルだ」

「はい？」

　唐突な彼の発言に、思わず聞き返してしまう。

「……私の名前だ」

　突然の名乗りに面食らっていれば、隣に腰掛ける相手は眉間に皺を寄せながら、訝しげな視線を向けた。

「そなたは私の妻だろう？　名前くらい知っておいたほうがいいかと思ったんだが」

「……お心遣い、ありがとうございます」

　どうやら名乗りは彼なりの気遣いだったらしい。

　不躾な言い方は気になるものの、良好な関係を目標に掲げる私としては不仲になりたいわけではない。

　彼の厚意にお礼を述べた上で、にこやかに微笑みかけた。

「改めまして、私はラティーナと申します。今夜から、どうぞよろしくお願いいたします」

「ああ」

　短く言葉を返した彼は、すんと鼻で息を吸った。

　その行動に先程の彼の発言を思い出し、引き攣りそうになる顔をなんとか取り繕う。

　どうやら今度は臭いに問題なかったらしく、無言のままその手がこちらに伸ばされた。

　彼の手に腕を掴まれ、後ろに倒れ込むようにして寝台へと沈み込む。

　ふわりと舞ったリネンの香りに、否が応でも緊張が高まった。

　──いよいよ、初夜を迎えるんだわ。

　王城での爛れた男女関係を散々目の当たりにしていたため、閨の行為については無知ではない。

　──まずは口付けからよね。それから前戯が始まるはず。

　寝台に沈み込んだ私に覆いかぶさるようにしてこちらを覗き込んでいる相手は、しっとりと潤った金髪といい切れ長の明るい翠の瞳といい、我が国にいればさぞもてはやされていただろうと思う。

　彼の見た目を知っていれば姉妹達も喜んで立候補したかもしれないと他人事のように考えていれば、突然彼の手が私の腰を掴んだ。

　疑問に思う間もなく、そのまま視界がぐるりと回転させられる。

　──？

　突然の出来事に何の反応もできないでいると、うつ伏せになった私の腰を引き上げるようにして、四つん這いのような状態にさせられた。

　彼の手が裾から太腿へと這わされれば、その動きに合わせて脚にかかっていた布がめくれあがっていく。

　腰で結ばれていた下着の横紐に手をかけられ、あっという間に取り外されてしまった。

　彼の眼前に局部を晒している体勢に気付けば、じわじわと湧き起こる羞恥が身体を火照らせていく。

「あ、あの……」

「ふむ」

　彼の呟きと共に、その指の腹が臀部を撫でた。

　相手の動きが見えない状況のせいか、その感触だけで思わずびくりと身体が揺れてしまう。

　いきなり背後からだなんて、相当手慣れているのだろうかと混乱していれば、突然ぽたたと冷たいものが臀部に垂らされた。

「ひっ!?」

「人のそれは狭いらしいからな。これで入ればいいが」

　彼の言葉を聞く限り、この冷たい液体は恐らく潤滑油のようなものなのだろう。

　そう考える間にも、垂らされた液体が彼の指によって割れ目に沿って広げられていく。

　塗り広げた指で中を慣らされるのかと思いきや、その指は正面を撫でただけで、すぐに離れてしまった。

　何がどうなっているのかと混乱していると、彼の手が再び私の腰を掴んだ。

　まさか、と思った瞬間、一度も慣らされていない蜜口に、熱を持った彼のソレがあてがわれ、躊躇なく押し込まれる。

「いっ──!?」

　あまりの痛みにシーツに顔を押し付け、必死に耐える。

　良好な関係構築のためには、私の悲鳴のせいで初夜を台無しにするわけにはいかない。

　──耐える、しかない。

　そうは思うけれども、ナカを抉る痛みは治るどころか彼が動くたびに更に増すばかりだ。

　一度の挿入では入りきらなかったからか、先程から何度も腰を押し込まれ、そのたびに内壁が擦れる痛みが走り、生理的な涙が滲んでくる。

「っ……悪くないな」

　低く呟かれるその言葉に、半ば憎らしささえ感じる。

　──そりゃあ、男性側は何の痛みもないでしょうよ！

　潤滑油のおかげで多少は軽減されているのかもしれないが、押し広げられている圧迫感と身体ごと突き上げられる振動に、どうやっても痛みを感じずにはいられない。

　こちらが痛みに耐えていることにも気付かず、自分本位に腰を振るなんて、人間同士の性行為であれば落第点もいいところだ。

　──もしかして獣人国だとこれが普通なの!?

　心の中でそんなことを叫びながら、必死に悲鳴を噛み殺す。

　腰を捉えられ揺さぶられ続けた私は、結局一度も艶やかな嬌声を上げることもなく、内側を擦り続けられる痛みから逃れるように意識を手放したのだった。
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　眩しさに目を開けば、そこには見知らぬ部屋が広がっていた。

　その風景を不思議に思いながらも、下腹部に走った痛みに昨日の出来事を思い出す。

　昨日、私は政略結婚の相手として獣人国に入り、夫となる相手と対面した後、初夜を迎えたのだった。

　──酷い目に遭ったわ。

　昨日の痛みをまざまざと思い出し、思いっきり渋面を作る。

　身体を起こすのも億劫だと寝返りを打てば、眼前に広がる光景を目の当たりにして息を呑んだ。

「どうした？」

　寝返りを打った先には、昨夜自分に無体を働いた張本人が真顔でじっとこちらを見つめていた。

　思わず上げそうになった悲鳴を、必死の思いで呑み下す。

「お、はようございます」

「ああ」

　私の言葉に返事をした彼は、無表情のまま静かに身体を起こすと静かに寝台を降りた。

　そのままスタスタと扉へ向かう後ろ姿を見て、疑問符しか浮かんでこない。

　──一体、何のためにここにいたのかしら。

　後朝の言葉をかけるために私が起きるのを待っていたのかとも思ったが、早々に去ろうとしている彼の様子を見れば、そういうわけでもないらしい。

　呆気にとられたままその背中を見つめていれば、扉を開こうとした彼が、何かを思い出したかのようにこちらを振り返った。

「ここはそなたの部屋だから好きに使うといい」

「……ありがとうございます」

　どうやら業務連絡のようだ。

「何か必要なものがある場合は、クリアムに言えば用意させる」

「わかりました」

「最後に一つ」

　そう口にした彼は、翠色の目をすっと細める。

「この部屋からは一切出ないように」

　陽光に満ちた明るい部屋に、彼の低い声が響いた。

「部屋を出た場合、命の保証はしない」

　その不穏な響きに思わず息を呑む。

「わかり、ました」

　言葉に詰まりながらもかろうじて返事をした私に、彼は小さく頷くとその身を翻しながら扉を開いた。

「今夜また来る」

　その言葉と同時に扉が閉まると、どっと身体の力が抜け、崩れ落ちるように寝台に沈み込む。

　天井を見上げれば、先程の彼の言葉が脳裏をよぎった。

『部屋を出た場合、命の保証はしない』

　ふと、昨日タルバの姿を見て逃げ帰っていった護衛達の姿が思い浮かぶ。

　タルバは言葉が通じる存在だったとはいえ、獣人国に住まう民の全てがそういうわけではないかもしれない。

　命の保証はしないということは、部屋の外には相応の危険があるということだろうか。

　彼の発言はあまりにも物騒なものだったが、もしかしたら親切にも獣人国の常識を教えてくれただけかもしれなかった。

　──彼に食い殺されることは回避できたけど、他の獣人も同様とは限らないものね。

　私の身を案じての忠告だったのならばありがたいが、そんな配慮ができるなら、その気遣いをもっと初夜に回してほしかった。

　思い出すと、また股の奥がジクジクと痛み出す気がする。

　小さく身体を丸めるようにして痛みを紛らわしていると、コンコンと控えめなノック音が響いた。

　返事をする前に開かれた扉から、クリアムがひょっこりと顔を覗かせる。

「おはようございます、奥様。お目覚めですか？」

「ええ、先程起きたわ」

「ですよね！　陛下が部屋を出たのをお見かけしたので、喜び勇んで来ちゃいました！」

　弾むような声で返事をした彼女は、足取り軽く室内に入ると、てきぱきと朝の支度を始めた。

「先程陛下とすれ違いましたが、ふふ。随分と浮かれていらっしゃいましたね」

「……そうなの？」

　あのピクリとも表情の変化しない彼のどこを見て、浮かれていると判断したのだろうかと思うが、もしかして私にはわからない変化でも獣人同士なら理解できるのかもしれない。

「そうですとも！　昨夜はさぞ熱い夜を過ごされたのだろうと、王宮中が話題で持ちきりです。朝までご一緒だったのも、きっと奥様を離したくなかったんだろうと皆で盛り上がっておりました！」

　クリアムは楽しげにそう語りながら、手に持っていたトレイと布巾を側机に置く。

　ご機嫌な様子で朝の支度をする彼女を見守りながらも、頭の中はただただ混乱していた。

　ただ夫婦が初夜を共に過ごしただけで、これほどに喜ばれるものだろうか。

　先程陛下のあの真顔から浮かれていると判断されていたことといい、もしかしたら人と獣人との間には、夫婦生活について相当な感覚の違いがあるのかもしれない。

　内心動揺しながらも、笑顔を取り繕う。

「……参考までに聞きたいのだけれど、獣人同士の夫婦生活ってどんなものなの？　ああ、あくまで参考として聞きたいのよ？」

　言葉を濁しながら慎重に探りを入れる。

　私の言葉に、クリアムはその三つ編みを揺らすように首を傾げた。

「夫婦生活ですか？　基本は人とあまり変わらないと思いますよ？　雄と雌が番になって、お互いを愛し合うだけです。ああ、獣人は番を囲いがちですから、人よりは少々情熱的かもしれませんけど」

「……情熱的とは？」

「ふふっ、陛下と奥様のようなご関係のことですよ。一晩中何度も愛し合ったり、側を離れがたいから朝まで睦み合ったりとかですね」

　そう言いながらぽっと顔を赤らめたクリアムは、両頬に手を添えた。

　彼女の言う『番』とは、恐らく獣人同士の結婚相手のことを指す言葉なのだろう。

　情熱的な夜を想像しているクリアムには申し訳ないが、昨晩の行為は一方的だった上に、睦み合うと呼ばれるような触れ合いすらなかった。

　そんな私達の関係に『情熱的』という表現はまず当てはまらないのだが、夫婦関係が円満であるという誤解は都合がいいし、否定しないでおこう。

　それよりも、彼女の言葉の中にあった聞き捨てならない一言が気になって仕方がなかった。

「……一晩中何度も求められたら、更に痛むのではないの？」

　恐る恐る口にした私の言葉にきょとんと目を丸くした彼女は、一拍置いてハッと目を見開くと見る見るうちに顔を青ざめさせた。

「すすすすぐ痛み止めをご用意いたします！　あああ、そうですよね……気が付かずに申し訳ございませんでした！」

　勢いよく頭を下げるクリアムに、思わず肩の力が抜ける。

「まったく陛下にも困ったものです！　初夜くらい奥様の身体を気遣って差し上げればいいものを……」

　多少の誤解はあるのだろうが、彼女の気遣いの言葉はただただありがたかった。

「大丈夫よ。初めては痛みを感じるものだと聞いているもの」

　昨夜の彼のやり方については横に置いておくとしても、破瓜の痛み自体は覚悟していた。

　初めては大抵痛むものだと耳にしていたし、それは愛する人と繋がれた勲章のようなものだと誰かが口にしていたことも覚えている。

「優しいお言葉をありがとうございます！　初夜以降は徐々に慣れていくとは思いますが、あまりにも陛下ががっつくようでしたら言ってください！　伝手を使ってガツンと言ってもらいますので！」

「そ、そこまではしなくて大丈夫よ」

　勢いのまま本当に口にしてしまいそうなクリアムを慌てて止める。

　クリアムを通して不満が漏れてしまえば、良好な関係を保つため、せっかく昨夜の痛みを耐えたことが水の泡だ。

「そうですか？　まあ、破瓜の痛みは一度きりだと聞きますし、今夜からはきっと奥様にもご満足いただけるよう、陛下も頑張ると思いますのでどうかご安心ください！　なんたって獣人は愛情深い生き物ですから！」

「愛情深い……？」

　聞き慣れない言葉に首を傾げれば、彼女は誇らしげに胸を張った。

「獣人には、番に尽くす習性が備わっているんです。快感に悦ぶ姿を見たいとしつこいほどに愛してしまう者が多いですし、陛下もきっと今夜からは奥様を愛し尽くしてしまうことかと思いますよ！」

　自信満々に語るクリアムは、こちらに向けて力強くその拳を握った。

「……獣人の方々は皆そんな感じなのかしら？」

「当たり前です！　我々は愛情深い獣人ですよ？　相手を悦ばせ、自分に溺れるさまを見ることが何よりの喜びですから、何度身体を重ねても相手に快感を与えられないなんて、よっぽど『ド下手』じゃない限りありえませんよ」

　あははと声を上げながら笑い飛ばしたクリアムは、用意していた濡れ布巾を優しく絞って手渡してくれる。

　ほんのり温かいその布巾を顔に当てれば、ほっと緊張が緩む気がした。

「それでは、痛み止めを取りに行ってまいりますね。今後も、もし月のものが重かったり怪我などされたりされましたら、お気軽にご相談ください。実は私、薬の調合が特技ですので」

　そう言うが早いか、彼女はパタパタと部屋を去っていった。

　この国にも痛み止めがあったことにほっと胸を撫で下ろしながら、再び静寂が訪れた部屋の中で、ごろりと寝台に横たわる。

　クリアムは、獣人の夫婦生活は人と基本は変わらないと言った。

　しかし昨夜彼との行為の中で、碌な愛撫もなく性急に挿入されたのは、人間同士の初夜でもあまり考えられないような行為だったと思う。

『何度身体を重ねても相手に快感を与えられないなんて、よっぽど『ド下手』じゃない限りありえませんよ』

　先程の彼女の言葉が、頭の中で反芻される。

　まさかそんな、一国の王が、そんなはずはないと頭の中で否定しながらも、昨晩の記憶が蘇るたびに、その可能性について一抹の不安が残るのだった。







二、中庭での遭遇








　初夜を迎えた翌日、彼は宣言通り部屋に現れると再び私を抱いた。

　それは翌日だけではなく次の日も、その次の日もと続き、この一ヶ月、月のものがある日以外は毎日のように彼の訪問を受け、執拗なほどに彼に抱かれ続けている。

「奥様、本当に愛されていらっしゃいますね！　王宮の者も陛下の寵愛を喜び合っているんですよ」

「……ま、まあ夫婦仲が良いことは良いことよね」

「はい！　もちろんです」

　クリアムの言うことは正しい。

　国王が妻の元に毎日毎日通うのだから『寵愛』と言っていいのだろう。

　しかし、彼女達の知らない事実が二つあった。

　一つ目は、彼が私に興味を持っていないこと。

　彼との会話は未だに挨拶くらいのもので、名前以外は何一つ教えてもらっていない。

　良好な関係構築のためにもと、これまで何度か会話を試みようとしたこともあったが、どんな質問に対しても短い言葉が返ってくるばかりで性急に身体を繋げられるため、途中からは会話を諦めてしまった。

　それほどまでに私に興味のない彼が、毎晩のように通ってくる理由は、ひとえに子を為す必要があるからなのだろう。

　それは、身体を繋げることを最優先としている彼の行動からも、ひしひしと感じ取っていた。

　そして重大な秘密がもう一つ。

　この獣人国の王である彼が、よっぽどな『ド下手』であることだった。

「っ──っ!!」

　今夜も四つん這いにされた状態で、背後から貫かれる。

　初夜ほどの痛みはないものの、大した愛撫もなく挿入されるせいか、全くといいほど快感を覚えることはない。

　毎晩繰り返される行為に身体を回復させる時間もなく、彼が内壁を擦るたびにただただ沁みるような痛みが走る。

　最近は一度出しただけでは収まらず、二度三度と続けられることも多くなっていた。

　連日のように部屋を訪れつつも、必ず背後から挿入される行為は、まるで子を孕むための道具のように扱われているとしか思えない。

　良好な夫婦関係とは程遠い関係だが、しかし、これが政略結婚のあるべき姿だと思えば、自分にとっては都合のいいものにさえ思えた。

　政略結婚だと割り切ってしまえば、気持ちを通わせる必要もない。

　愛だの恋だのに振り回されるなんて真っ平だと思っていた私にとっては、これ以上ない関係性だ。

　──この痛みさえなんとかなれば、何の問題もないのに。

　そう思いながらも、夜毎に激しさを増す閨の行為に、声を抑えるだけで精一杯だった。





＊・＊・＊






　眩しさに目を開けば、いつもよりも陽が高く昇っているようだった。

　昨夜、続けざまに三度も行為を繰り返されたせいで気を失い、どうやらいつもよりも少々寝過ごしてしまったらしい。

　寝起きの緩慢な動きで周囲を見渡すが、部屋の中に彼の気配はなかった。

　その姿がないことを不思議に思うが、彼がいたとしても特に会話をすることもなく、ただ私の起床を確認して部屋を出て行くだけなので支障があるわけでもない。

　私に興味もない彼が、何のために自室に戻らないのかは多少気になってはいるが、そのおかげで王宮内では良好な夫婦仲が評判になっているらしいので、そのままにしておこうと口を噤んでいた。

　それにしても、今日も相変わらず股の奥が痛い。

　初夜の翌日は破瓜の痛みだからと思っていたが、この一ヶ月毎日のように痛みを感じ続けてきた結果、もう彼即ち『ド下手』であることは確定事項だった。

　どこから漏れるかわからないため、クリアムにも彼が『ド下手』であることは伏せたまま、痛み止めをもらう際にもそれらしい理由をつけてもらうようにしている。

　彼女が調合したという痛み止めは、祖国にあったものと比べても驚くほど効果があるので、私達の性生活はクリアムの薬に支えられていると言っても過言ではなかった。

　一度もらえば一週間程度は持つため、どこかをぶつけただの頭痛がするだのという理由をつけては定期的に用意してもらっている。

　最後にもらったのが先週のこと。

　寝台横の側机の引き出しの中を確認すれば、やはり昨日最後の一袋を服薬してしまっていたようだった。

「……今日は頭痛にしようかしら」

　理由を考え、ベルを鳴らす。

　毎回ベルを鳴らせば数秒後には元気に扉を叩く音が響いていたのだが、なぜか今日はしばらく経っても何の音沙汰もなかった。

　不思議に思いもう一度ベルを鳴らしてみたものの、数分待ってみてもやはり扉が叩かれる様子はない。

　普段ベルを鳴らしてすぐに反応があるのだから、クリアムは常日頃から扉の前か近くの部屋に控えているのだろう。

　今は何か取り込み中か、忙しくて手が回らない状況なのかもしれない。

　そう考えると、ただベルを鳴らして呼びつけるだけの自分が、酷く怠慢に思えた。

　──部屋から出るなと言われたけれど、近くにいるはずのクリアムに声をかけるくらいはいいわよね？

　クリアムを見つけて薬をお願いしたら、すぐに帰ってくればいい。

　そう決心して寝台を降りる。

　この国に来てから毎日着ている民族衣装はクリアムがいないと着こなせないため、衣装箱の中から持参していたワンピースを引っ張り出して身につけると扉へと向かった。

　緊張しながらドアノブをひねれば、カチャリという音と共に扉はあっさりと開く。

　初日以来全く部屋の外に出ていない自分の目には、扉の外の廊下でさえ新鮮に映った。

　久々に出た白い廊下には、何本もの太い石柱が立ち並んでおり、注意深く周囲を見回しながら、慎重に足を進める。

　てっきり隣にクリアムが控える部屋があるのかと思っていたが、それらしい部屋は見当たらない。

　一国の王が住まう王宮だというのに、不思議なほどに人気のない廊下を進んでいれば、手入れの行き届いた庭園のような場所に出た。

　道筋を示すように並んだ白い石を辿っていくと、庭園の中央にある小さな東屋に木製の長椅子が置いてあるのを見つけ、ちょうどいいかと腰を下ろして小休憩を取る。

　改めて周囲を見回してみたものの、やはりこの辺りにも人の気配は全くなかった。

　進んできた方向に視線を向ければ、既に自分の部屋は目視できない。

　真っ直ぐ進んできたため帰り道はわかるのだが、ここまで人気がないと、むくむくと不安が膨らんでくる。

　──クリアムの名前を呼べば気付いてくれるかしら。

　これだけ人の気配がないのだから、大声で叫んだところで誰にも迷惑をかけることはないだろう。

　この広い王宮の中で、もしや使用人はクリアム一人なのかもしれないとありえないことを考えていれば、ざざっと草を踏み分けるような音が聞こえた。

　音のしたほうに視線を向けて、思わず息を呑む。

　視線を向けた先、私の部屋があったほうの廊下の側に、見知らぬ大きな獣が佇んでいた。

　太い四本の足に、全身を黄金色の毛で覆われたその獣は、顔周りに橙色の髭のようなものを蓄えている。

　グルルと威嚇するような唸り声と共に、太い尾は激しく床を叩いていた。

『この部屋からは一切出ないように。部屋を出た場合、命の保証はしない』

　初夜の翌日に聞いた、彼の言葉が蘇る。

　ここは獣人の国なのだから、ここに住まう民達は皆獣人であり、タルバのような獣そのものの見た目の者もいるだろう。

　タルバは獣の姿ながらも、どことなく意思疎通が可能であったが、今対峙している獣はどうだろうか。

　まるで獲物を目の前にしているかのように爛々とその目を輝かせている獣は、その大きな口に鋭い牙を覗かせている。

「こ、来ないで」

　思わず漏れた声に、獣の目元がピクリと動いた瞬間、地響きのような唸り声が更に強くなった。

　私の声に反応した様子を見る限り、獣にしか見えない相手でも、こちらの言葉はちゃんと理解しているらしい。

「……私を食べても、美味しくないわ」

　相手から視線を外さないように、ゆっくりと長椅子から立ち上がる。

　やけにうるさく感じる心臓の音を押さえつけながら、恐怖に浅くなる呼吸を落ち着かせようと、一つ、二つと深呼吸を繰り返した。

　距離を取ろうと後ろに下がるたびに、獣もまた一歩とその脚を前に進めてくる。

　すぐに飛びかからないのは、いつでもこちらを仕留められると思っているからなのだろう。

　獣の動きは、完全に捕食者が獲物を痛ぶっているそれだった。

　あの牙に噛みつかれ、太い足で押さえつけられ、鋭い爪で身を裂かれたら、確実に死に至るだろうことは簡単に想像できる。

　それでも、言いつけを破り勝手に部屋を出てしまったのは私なのだから、自分の身は自分で守らなくてはならない。

「……近づかないで」

　緩慢な動きで距離を詰めてくる獣に向かって、低く語りかけた。

　東屋を支えている太い石柱が背に当たり、退路がないことに気付かされる。

　こちらを見ながら舌舐めずりをする獣の仕草に、じとりと嫌な汗が滲んだ。

「……ここは王宮よ。王宮内の庭園で、狩りの許可は得ているの？」

　恐怖を感じていることを悟られないよう、なるべくゆっくりと言葉をかけた。

　何かないか、この場を切り抜けられるきっかけがどこかにないか。

　手のひらにじっとりと汗をかきながら、距離を詰めてくる獣を前に、必死に頭を働かせた。

　助けを求めようにも、周囲に人の気配はない。

　獣はその太い足で一歩、また一歩と距離を縮めてくる。

　爛々と光る肉食獣の瞳に己の姿が映れば、自分が相手にとって餌でしかないことを思い知らされる。

　その前脚が、東屋の石床にかかった。

　飛びつかれたら一瞬で獣の餌食になってしまうほどの距離。

　獣の牙に噛みつかれる痛みを想像した瞬間、一人の名前が脳裏をよぎった。

「ラヴル！」

　半ば助けを呼ぶように、一か八か口にしたその名前は、驚くべき効果をもたらした。

　目の前の獣は、その名前にびくりと身体を震わせ、目を見開くようにして動きを止める。

　その動きを見て、ある確信を得た私は、呼吸を整えながらゆっくりと笑顔を作った。

「……貴方、王の名を知っているのね？」

　私の声に、獣は驚いたようにこちらを見つめる。

　獣の気を引けたことに小さく安堵しながら、次の一手について思考を巡らせた。

　相手は私の言葉を理解し、この国の王であるラヴルの名前を知っている。

　つまり、この窮地を脱するためには、私がこの国の王にとって必要な人間であることを相手に理解させなければならない。

　目の前には、石床に前脚を置いたまま、いつでも飛びかかれる位置で、じっとこちらを見つめる獣がいる。

「私はラティーナ。貴方も知っているこの国の王であるラヴルの妻よ。先日この国に来たばかりだから、私のことを知らないのも無理はないわ。今は少し用があってこの庭に出てきただけで、もう部屋に戻るところだったの。そこを通してくださる？」

　この国の妃として、背筋を伸ばして堂々とした態度で語りかける。

　これで諦めてもらえればと思ったが、そう簡単にはいかなかった。

　私の言葉を聞いた獣は、なぜか再び地鳴りのような唸り声を響かせ、更には苛立つように、その尾を地面に叩きつけ始めた。

　王の名前を出したときには躊躇するような反応を見せたのに、先程の私の言葉には苛立ちを露わにする。

　その理由を考え、導き出される答えは一つだった。

　──この獣は、私が王の妃だと信じていないんだわ。

「お疑いなら王宮の人間に確認してみるといいわ。私は王に望まれ人の国から捧げられた花嫁よ。彼の名前を知っていることが何よりの証拠でしょう？」

　あくまで堂々と、自分の立場を主張する。

　先程までの威嚇するような唸り声は多少落ち着いたものの、獣はその目元をピクピクと動かしながら、鋭い視線をこちらに向けていた。

　──半信半疑といったところかしら。

　この国の王にとって、私の存在価値があるかどうかを見定めているのかもしれない。

「貴方が普段王宮に出入りをしているのならば、私への寵愛ぶりを一度は耳にしたことがあるんじゃないかしら？　彼は毎晩のように私の部屋に訪れては、朝までずっと床を共にしているのよ。そんな私を貴方が食べてしまうと、彼に怒られるとは思わない？　この国の王であるラヴルは、貴方よりも強いのでしょう？」

　どう見ても人間にしか見えない彼がこの獣より強いかどうかはわからないが、獣人国の王というのだから少なくともそこらの獣人よりは強いだろう。

　半ば期待と想像から口にした言葉ではあったが、獣は荒々しく地面を叩いていたその尾の動きを止めた。

　じっとこちらを窺うような視線に、内心冷や汗をかきながらも、表面上は平静を保ちながら言葉を続ける。

「疑っているの？　現に私は毎晩のようにラヴルの訪問を受けて、気を失うまで愛を注がれているわ」

　嘘は言っていない。

　毎晩何度も抱かれているのは事実だし、意味合いは違えど気を失ったのも本当だ。

　彼は大抵朝まで寝台にいることが多いし、多少話を盛っている感はあるが、この獣を牽制できればそれでいい。

　内心の言い訳を抑え込みながら獣と対峙していれば、先程までこちらの勢いに押されていたように見えた獣は、訝しげに目を細めてその場に身体を伏せた。

　何度も王の名前を出しているのに、なぜかこの場を去ろうとしない相手に焦燥感が募る。

　他に決定的な話題はないかと思うも、正直彼について名前以外ほとんど知らなかった。

「……何よその態度は。ラヴルが私を寵愛しているのは間違いないわ。毎晩のように部屋を訪れてくるのだって本当なのだから、ちゃんと確認してきなさい！　私だって理由はわからないけど、本当に何度も何度も執拗に抱いてくるの。相変わらず前戯も蔑ろだし下手くそだから毎回毎回痛くて堪らないわ！　そんな私に危害を加えたら、私以上に痛い目に遭うわよ!?」

　苛立ち紛れに一気に言い放つ。

　余計なことを口走った自覚はあるが、死を前にすればどんな恥だってかき捨てだ。

　彼にしても何一つ嘘はついていないし、今だってまだ昨夜擦られたところが痛い。

　そのために薬をもらいに行こうとして、こんな目に遭っているのだ。

　無事に部屋に戻れたら、奴にも一言言ってやらなければ気が済まない。

　怒りに打ち震えていれば、こちらをじっと見ていた獣は、ピクリとその耳を動かしたものの訝しげな様子でぶるりとその鬣を揺らした。

　まるでこちらの言葉を信じていないようなその態度に無性に腹が立つ。

「何よ、ちゃんと聞いているの!?　今だって昨日擦られたところが痛くて仕方ないから、いつもの薬をもらいに行こうとしたところだったの！　珍しくクリアムが呼んでもこなかったから、自分で取りに行こうと……あっ蔑ろになんてされてないわよ！　ちゃんと私は大切にされ──」

「陛下！」

　突然、第三者の声が響く。

　声のした方向に視線を向ければ、初日に私を王宮まで案内してきた使者が、こちらに駆け寄ってきていた。

　その手には象牙色の大きな一枚布が握られている。

　真っ直ぐこちらに向かってきた彼は、あろうことか私の目の前にいた獣の前に跪いた。

「急に出て行かれたので何事かと思いました」

　理解が追いつかず、目を見開いたまま何度も獣と使者を交互に目で追う。

　言葉を失っていれば、向かいにいた獣が、音もなく人の姿へと変化していく。

　視界に入ってきたのは、太陽を溶かしたような金髪に鋭い翠の瞳。

　涼しげな目元に高い上背、すらりと伸びたその四肢と、その姿は間違いなく昨晩も私の部屋を訪れた自分の夫──この国の王であるラヴルだった。

　恥ずかしげもなく全裸で佇む彼は、使者から受け取った象牙色の一枚布を身体に巻きつけると、あっという間にいつもの姿になる。

　あまりのことに理解が追いつかず、ただただ呆然とその様子を見守ることしかできなかった。

「おや、貴女はどうしてここに？」

　その声に振り向けば、先程現れた使者が不思議そうにこちらを見ている。

　頭の中は混乱したままだったが、挨拶をせねばと言葉を発しようとした瞬間、向かいから伸びてきた手が口を塞ぐ。

「答える必要はない」

　私の口を塞いだ相手は、低い声で短く告げた。

　何が起こったかわからず視線を上げれば、じっとこちらを窺う翠の双眸と視線がぶつかる。

「おや？　おやおやおや？　これはこれは、仲睦まじいことで」

　楽しげな使者の声は、彼をからかっているようにも聞こえた。

「先に戻っていろ」

「ははは、失礼いたしました。お早いお戻りを期待しておりますよ」

　一瞥しただけで冷たく言い放った彼の態度を気にする様子もなく、使者は上機嫌な様子でこの場を去っていく。

　二人きりになった東屋には、沈黙が落ちた。

　東屋を囲む広い庭園には、風に揺れる草木のさざめきが響いている。

　──もしかして私、とんでもないことを口走ったのでは……？

　静けさを取り戻した周囲に、冷静な思考が戻ってくる。

　突然の状況に混乱しきっていたが、先程のやりとりを見るに、あの獣は彼本人だったのではないだろうか。

　人にしか見えない彼が獣人であるということにも、獣に姿を変えることができるとすれば納得できる。

　己の姿を変えることができるなんて、これまでの常識ではありえないことではあるが、そもそも獣耳の生えた人も、人語を理解する獣も、人の国の常識を軽く超えてきていた。

　姿かたちを変えられる獣人が存在したって不思議ではない。

　その存在自体は不思議ではないのだが、問題なのは私の言動だ。

　先程私は生き延びようとするあまり、目の前の獣に向かって、夫との性行為について忌憚のない意見を述べてしまった。

　今までクリアムにも内緒にしていた秘密を、よりにもよって、恐らく本人の目の前でぶちまけてしまったのだ。

　その事実に気付いた瞬間、全身から嫌な汗が噴き出す。

　いや、まだだ。まだそうだと決まったわけではない。

　もしかしたら、獣姿の間は人格が違ったり、記憶がなかったりする可能性もあるかもしれない。

　一縷の望みを抱いたまま、気まずい沈黙が流れる中で、なんとか弁明をしなければと相手にかける言葉を必死に探す。

「も、申し訳──」

「痛むのか？」

　口をついて出た謝罪の言葉は、彼の声に遮られた。

　告げられた彼の言葉は、私の仮説を裏付けるのに十分すぎるものだった。

　やはりあの獣は彼自身であり、私は彼本人を目の前にして、全ての不満をぶちまけてしまったらしい。

　あろうことかこの国の王に、良好な関係を築きたいと思っていた政略結婚の相手本人に対して、『ド下手』などと暴言を吐いてしまった事実に目の前が暗くなっていく。

「も、申し訳ございませんでした!!」

　勢いのままに深く頭を下げる。

「陛下への不満を漏らすつもりはなかったのです！　あのときは生き延びたい一心で、相手が陛下だと存じ上げず、つい食い殺されるとばかり思い込──」

「痛むのか、と聞いている」

　私の言葉を遮るように冷たく言い放たれたその声に、もう逃げ道はないことを悟った。

「……はい」

「痛み止めをもらうために部屋を出たというのは？」

「本当です……」

　それらの質問が、先程自分が言い放った『ド下手』発言を裏付けるものばかりで、彼の怒りはもっともだと心の中で猛省する。

　時が戻せるなら、どうか私が失言を口走る直前に戻してもらいたい。

　私の返答を耳にした彼は怒りで言葉もないのか、口元を押さえて黙り込んでしまった。

　そんな居たたまれない状況に、ただただ顔を俯け、身を縮こまらせることしかできない。

「くっ」

　不意に聞こえたその声に、ふと視線を上げた。

　先程まで無機質な双眸でこちらを見下ろしていた彼は、なぜかこちらから顔を背けるようにして明後日の方向を向いている。

　──今、なんだか笑い声のようなものが聞こえたような？

　聞き間違いかと首を傾げていると、小さな咳払いが聞こえた。

「ここで待っていろ。すぐにクリアムが来るはずだ」

　表情は見えないものの、その淡々とした声はいつも通りで、特に変わった様子はない。

　先程聞こえた声は、やはり気のせいだったのだろうか。

「承知いたしました」

　駆けつけた使者の話を聞く限り、彼は執務か何かの途中に抜け出してきたのだろう。

　詳しい話や詰問はこの場では行われないことを察して、小さく安堵の息を吐く。

「……今夜またそなたの部屋を訪ねる」

「わかり、ました」

　私の安堵を悟ってか、まるで断罪の時刻を告げるような言葉に思わず顔が強張った。

　動揺がバレていないかとこっそりと相手の反応を盗み見て、目を見張る。

「そんなに肩に力を入れなくてもいい」

　そう語る彼の瞳は薄っすらと細められ、いつも引き結ばれていた口端は、僅かに吊り上げられていた。

　初めて目の当たりにした笑顔に目を奪われていれば、庭園を吹き抜ける風に彼の金糸が揺れる。

「安心するがいい。私はそなたを『寵愛』しているらしいからな」

　一瞬何を言われたのかが理解できず、呆けたように瞬きを繰り返す。

　そしてその言葉が、先程の私の発言を引用したものだと気付いた瞬間、血が沸騰するかのように全身が熱くなった。

『ラヴルが私を寵愛しているのは間違いないわよ！』

　獣姿の彼を目の前にして口走った自分の言葉が、脳内で声高に蘇ってくる。

　あのときは生き延びるため、いかに自分がラヴルにとって必要かを伝えることに必死だった。

　だから王宮内での『寵愛』の噂を利用しただけで、断じて私が愛されていると勘違いをしているわけではない。

　自分の身の程は弁えているつもりだったのに、先程の自分の行動は、本人に向かって「私は貴方に愛されています」という自惚れ宣言をした状況に他ならなかった。

「あ、あれは──」

「詳しい話は今夜聞こう」

　必死に言葉を探す私の肩をぽんと叩けば、遠くから私を呼ぶクリアムの声が響き渡る。

「奥様ぁ！」

　反射的にその声のほうに振り向けば、不意に視界が陰った。

　至近距離で金糸が揺れる。

　吸い込まれそうな翠の双眸を目の前にして言葉を失っていれば、すっとその目を細めた彼は耳元へ唇を寄せた。

「大人しく部屋で待っているように」

　耳元でそう囁いた彼は、うっすらと口端を上げる。

　私の返事を待たずしてその身を翻した彼は、こちらを振り返ることなく颯爽と東屋を去っていった。

　小さくなる彼の背中を見つめながら、私は情けなくも、ぱくぱくと口を開け閉めすることしかできなかった。







三、真実と変化








「日中は無断で部屋を出てしまい、申し訳ありませんでした」

　夜空に星が瞬く時間になって、宣言通り彼は私の部屋を訪れた。

　扉が開いた瞬間、その先に立つ相手に対して、深々と頭を下げる。

「ああ」

　こちらの謝罪に短く言葉を返した彼は、他に何を言うでもなく私の横をすり抜けると、寝台へと向かっていった。

　まるで日中のことなどなかったかのように、普段と変わらない様子で寝台へと腰を下ろす。

　唯一違うのは、寝台に座る彼が、ここに座れと言わんばかりにシーツを叩いていることくらいだ。

　その行動の意図が読めないながらも、招かれるままに彼の隣に座れば、妙に落ち着かない沈黙が落ちる。

「あの──」

「部屋を出た件について謝罪は必要ない。もともとあの庭園はそなたのために用意をしたものだ。今後は自由に出入りをしてもらって構わない」

　その言葉に思わず瞬きを繰り返していると、訝しげな視線が向けられた。

「何だ、不満か？」

「い、いえ！」

　慌ててその言葉を否定すれば、フンと鼻息が返ってきた。

　鋭い視線を間近に向けられてつい疑問を呑み込んでしまったが、そういえば日中、彼に対して全ての不満をぶちまけたばかりだった。

　取り繕ったとしても今更かと、疑問を呑み込むのはやめることにする。

「あの、以前部屋を出ないようにとおっしゃったのは、外は危険だからという忠告だったのではなかったのでしょうか？」

「どういう意味だ？」

「ここは獣人の国ですから、中には気性の荒い獣人や獣がいるのかと」

「……気性の荒い獣人や獣も存在するが、王宮内にはまず入ってくることはない。相応の理由と立場がなければ立ち入りを許可することはないし、特にこの宮の周囲は厳重に警備させている」

　だから部屋の外には全く人の気配がなかったのかと納得しながらも、そうであれば尚更彼が外出を禁止した理由がわからなくなった。

「それならば、どうして外出を禁止なさったのですか？」

　私の言葉に小さく目を見張った彼は、ふいっとその顔を逸らした。

　燭台に揺れる明かりを見つめながら、ぽつりと言葉を漏らす。

「……ると思ったからだな」

　小さな呟きを聞き取れず眉根を寄せれば、彼は急にこちらを振り返った。

「まあ、そんな話はどうでもいい。私が聞きたいのは、そなたの話だ」

　翠の瞳にじっと覗き込まれ、思わず身体を強張らせる。

「私の話、ですか？」

「初夜から今まで、そなたはずっと痛みを我慢していたのか？」

　その言葉に、瞬時に顔を引き攣った。

　どうオブラートに包んで説明すべきかを考えるも、昼間にぶちまけてしまった本音は撤回しようもない。

　ほんの僅か逡巡したものの、誤魔化しようがないと観念して、正直に答えることにした。

「……はい」

「なぜ言わなかった」

「その、子を授かるまでの辛抱かと思いまして」

　政略結婚なのだから子を孕めれば夜の営みもなくなるだろうと思っていた。

　そのためにも、良好な関係を築くために、貴方の行為はド下手くそだと不満を口に出せなかったのはある意味仕方のないことだとは思っている。

「ふむ。なぜ痛むのだ？　どうやったら痛まない？」

　顎に手を当て、真面目な顔で質問をしてくる相手に、首を傾げそうになった。

　一国の王なのだから、当然閨教育を受けてきたのではないのだろうか。

「？　あの、陛下はその……閨教育のご経験はお持ちでないのですか？」

「経験とは他の雌と、という意味か？　あるわけがない」

　まさかの全否定に、ポカンと口を開けてしまう。

　私の様子を不思議そうに眺めながら、彼は組んだ脚に頬杖をつきつつ、じっとこちらを覗き込んだ。

「私は人と獣を行き来する体質だから、通常の獣人とは交わることはできない。私と交われるのは人だけだから、この国にはそなたしかいない。即ち、私の花嫁であるそなたが初めての交配相手だ」

　その言葉に、ますます疑問が深まっていく。

　彼の言葉を信じるならば、初夜から続いたあれこれは全てぶっつけ本番の行為だったのだろう。

　それならば、通常向かい合って行為に及ぶのが一般的ではないだろうか。

　下町にいた年頃の子達だって、王城にいた兄弟達だって、背後から貫くという行為は向かい合っての行為の延長上に刺激を求めている様子だった。

　それを初手から繰り広げてくるとは、どんな性癖の持ち主なんだろうか。

「では、交配の手順はどこで学ばれたのですか？」

「獣同士のまぐわいを真似しただけだが。ああ、初夜は必要になるだろうからと、そなたの秘所に垂らすための小瓶は受け取ったな」

　あまりの言葉に、寝台からずり落ちそうになる。

　獣の交配は、私も目の当たりにしたことくらいはあった。

　彼の獣姿が四足の獣であったことを考えれば、参考にした獣も恐らく雌の背後から雄が乗っかるかたちだったのだろう。

　確かに言われてみれば、これまでの彼の行為は獣のそれと同様だった。

　あまりに性行為を知らない相手に、思わずこめかみを押さえながらも、それはそうかと思い至る。

　獣人しかいない獣人国で、誰とも交われない彼は、人との性行為を知ることは叶わない。

　人同士の行為を知らないのだから、誰かが伝えてあげなければならなかったのだ。

「……陛下、恐れながら申し上げます。人同士の性行為には『前戯』というものがありませんと、大体の女性は痛みを感じることになるかと思われます」

　聞き慣れない単語に、彼は神妙な顔つきでこちらを窺う。

「『前戯』とは？」

「……愛を囁き合ったり、お互いに触れ合ったり、気持ちを高め合う行為です。そういった接触を図ることによって、人の女性は秘所を潤し挿入の痛みを和らげることができます」

　私の説明を耳にした彼は、なぜか急に眉根を寄せ渋面を作った。

「……そなたから他の雄の臭いはしなかったはずだが、なぜそのように人同士の性行為に詳しい？」

「それは、ええと……身近に見本がおりまして、何度もそういった様子を見かけることがありましたから」

　こんなところで王城での暮らしが役に立つとは皮肉なものだと思いながらも、遠い目をしながら答えれば、ふうんと呟いた彼は納得したのか、その指を顎に当てて天井を見上げた。

「愛を囁き合うとは、一体何を語り合えばいい？」

　予想外の質問に、目を瞬く。

　向かい合う彼は、存外素直な質らしい。

　何と問われて答えてしまえば、まるでそんな言葉を望んでいるようで気恥ずかしくなるが、全ての知識がまっさらな相手に何も与えなければ痛い目を見るということは、この一ヶ月身に染みて理解していた。

「その、相手を褒めたり、お互いの好ましいところを口にしたり、お互いの愛情を確かめ合うような会話かと」

　尻すぼみになる私の言葉を耳にした彼は、小さくああと声を上げる。

「日中そなたが私に寵愛されていると言っていたのも、愛を囁いていたということか」

「いえ……それは違います」

　日中の赤っ恥を思い出して、顔面が焼けるように熱くなる。

　この勘違い女と罵ってもらえたほうが、まだ楽になれる気がする。

　やるなら一思いにやってほしい。

　無言で羞恥に耐えていれば、隣からくすりと笑う気配がした。

　視線を上げれば、楽しそうな様子の相手がこちらを覗き込んでいる。

「愛を囁き合うのだろう？　どうやるのか教えてほしい。そなたの知る愛の言葉を、私に教えてくれないか？」

　その様子を見るに、先程の会話はどうやらからかわれていたらしい。

　存外人間らしい彼の一面に、内心驚きながらも、愛の言葉について自分の記憶を辿った。

「経験がないので何とも言えませんが、とりあえず相手を褒める、とかですかね？」

「ほう、そなたなら私をどう褒める？」

　楽しそうに微笑む相手をじっと見つめ、褒めるべき点を考える。

「……お顔立ちが、とても美しいです」

　彼の内面は正直まだわからないが、とりあえず彼の容姿は素直に美しいと思う。

　涼やかな目元は凛々しいと思うし、眩い金髪は華やかな容姿を引き立てている。

　上背のある体格も、すらりと伸びた四肢も、その整った造形はまるで彫刻のようでもあった。

　初対面の日にも思ったが、祖国にいればさぞモテただろうと感じる容貌である。

「なるほど。そなたにとって、この顔は美しいのか」

　まるで自分の顔面に興味のないような返答に、つい首を傾げそうになる。

「言われたことがないのですか？」

「獣人は顔の造形を重視しないからな。大事なのは強さと繁殖力だ」

「繁殖力……」

　それは、言葉の通りの意味なのだろう。

「もしかして、陛下が一晩に何度も私を抱いていたのは」

「ああ、回数も繁殖力のアピールだな」

　彼の口から出た『アピール』という単語に目を見張る。

　まさか、彼からアピールを受けていたとは、予想だにしていなかった。

「……すみません、人同士になるとあまり繁殖力は重視されないかもしれません」

　苦痛に感じていた続けざまの行為が彼なりのアピールだったことに驚きつつも、ひとまず人同士の性行為についての訂正を入れれば、彼は不思議そうに首を傾げた。

「では人同士では回数は少ないほうが、魅力的に映るということか？」

「いえ、少ないほうがいいと言うわけでは──」

「ならば回数は減らす必要はないな」

　その言葉に、慌てて口を挟む。

「た、体力がっ！　獣人と人とは体力の違いもありますから！」

「ふむ、そなたがそう望むなら考慮することにしよう」

　腑に落ちない様子ながらも彼は納得してくれたようだった。

　二人の間に僅かな沈黙が落ちる。

　何度か逡巡しながらも、隣を見上げ、先程抱いた疑問を口にした。

「あの、繁殖力アピールをしてくださっていたということは、私に対して少なからず好意的な感情を持ってくださっていたということでしょうか」

「己の花嫁を疎む理由が見当たらないが」

　至極当然と言葉を返した相手を見て、思わず目を瞬かせる。

「その、お会いしても身体を繋げるだけで会話もままならなかったので、私に興味をお持ちではないのかと……」

「番にアピールするならば、無駄口を叩くよりも直接求めるほうが伝わりやすいだろう？」

「え、ええ……？」

　至極真面目な彼の様子に困惑しながらも、徐々にこれまでの状況が見えてくる。

　会話が成り立たなかったのは、身体を繋げることを優先していたから。

　背後から貫く行為は、獣同士のまぐわいを参考にしていたから。

　一晩に何度も続けられていたのは、繁殖力アピールをしていたから。

　つまりこれまでの行動は全て彼に疎まれていたわけではなく、ただ彼が絶望的に人同士の性行為を知らなかっただけの結果だったということらしい。

　痛みに耐えていたこの一ヶ月間はなんだったのかと遠い目をしたくなってしまう。

「あの、私は寝所での会話を無駄口とは思いませんし、言葉を交わせることは素晴らしいことだと思います」

「む……では無駄口と言ったことは撤回しよう。そなたが望むなら、これから毎晩会話の時間を設けることもやぶさかではない」

　あまりにも素直に受け入れてくれる彼を見て、呆気に取られてしまう。

　初めから嫌われていなかったのだとすれば、早めに痛みを訴えれば彼は考慮してくれたのだろう。

　まあそれは、今こうして誤解が解けたから言えることなのだが。

　脱力しながら深い溜め息を吐けば、膝に置いていた手に、彼の手が重ねられた。

「愛を語り合った先は、触れ合うんだったな」

　他意のない真っ直ぐな視線に覗き込まれる。

　どうやら彼は本気で、痛みのない性行為を目指してくれるらしい。

「具体的にはどこを触る？」

　無垢な相手に性知識を埋め込むようで、半ば罪悪感のようなものを感じながらも、ちゃんと教えなければ私の痛みは改善されない。

　子を孕むまでが政略結婚だ。

　しっかりお役目を果たすためにも、今の性行為事情は改善していきたい。

「……一般的には唇を重ね合わせたり、胸の先を刺激したりします。挿入前に入り口を指で少しずつ広げて慣らしたり、女性が快感を拾う突起を刺激したり、そういった行為をすれば痛みを感じにくくなり、男性でいう射精と同じような『達する』という状態になるかと、思い、ます」

　口にしてみれば、どうしてこんな知識を持っているのかと頭を抱えたくなる。

　王城にいる頃に姉妹のお茶会などで見聞きしていた猥談が、こんなところで役に立つとは思いも寄らなかった。

　羞恥に目を伏せていれば、不意に彼の指が私の頬を撫でた。

「触れても？」

　彼の問いに頷けば、近づいてきた唇が重ねられる。

　そういえばここに来てから何度も身体を重ねてはいたが、口付けを交わすのは初めてのことだった。

　柔らかい感触が、ふにと唇に触れる。

「考えてみれば、これほど近くでそなたを見たことはなかったな」

「それは……そうでしょうね」

　これまで部屋に訪れた陛下は、毎度のように私をうつ伏せにして貫いていた。

　特に会話もなかったため、これほど間近で相手と向き合うのは初めてのことだ。

「そなたの瞳の色も、初めてはっきりと見た気がする。美しい色だな。湖面に映る夕日のようだ」

「ありがとう、ございます」

　突然の口説き文句に戸惑うが、彼はきっと先程伝えた『愛を語り合う』という行為を実践しているだけだろう。

　自分が教えたはずの行為に照れながらも、母譲りの瞳の色を褒められたことに、じわじわと心の奥が温まっていく。

「……私は、陛下の美しい金色の髪が羨ましいです。我が国では、王族の色でしたから」

「獣人国では髪色など気にすることもないが、そなたに褒められれば悪い気はしないな。私はそなたの髪も好ましいと思う。真っ直ぐでたおやかで、そなたの性格そのものだ」

　そう口にした彼は、熱を帯びた視線をこちらに向けたまま、肩にかかる髪を掬い上げると唇に寄せた。

　その仕草が妙に色っぽくて、つい目を奪われてしまう。

　兄弟姉妹の中で唯一違う私の紅茶色の髪は、自分の異質さを示すようなものだった。

　その髪色を気にせず、ただ褒めてくれる陛下の存在に、思わず頬が熱を持ちそうになる。

「もう一度、口付けても？」

　ふっと柔らかな笑みを浮かべた彼は、額に唇を寄せた。

　額から頬へ、頬から唇へと、順を追うように唇が重ねられる。

　触れる以外の口付けを知らない彼は、一度触れ合った唇の感触を確かめるように、何度も何度も触れては離れてを繰り返す。

　そんな彼の行動に、ふっと頬が緩んだ。

　──人間同士の性行為を知らないのだから、口付けの深め方も知らないんだわ。

　この先へ進みたいと思うならば、私から行動を起こさなければならない。

　上背のある彼の頸に両手を回すと、重ねられた唇を小さく食んだ。

　驚いたのか僅かに身体を強張らせた相手の唇をつっと舌先で撫でると、彼はすぐに要領を掴んだのか、私の上半身を押し倒すようにして深く唇を重ねてくる。

　唇を割り入って侵入してきた熱い舌に舌先が触れるだけで、じんわりと甘い痺れが走った。

　くすぐったいような感覚に身をよじれば、覆いかぶさってきた彼は、私の内側を確かめるように口内に舌を這わせる。

　歯列をなぞり上顎を撫で、私の舌へと絡みつく。

　両手首を押さえられ、身動きの取れないまま、向きを変え角度を変え、深められていく口付けに翻弄される。

「んうっ」

　貪られるような口付けにうまく息継ぎができず、慌てて声を上げれば、唇を離した彼から熱を帯びた吐息が漏れた。

「……そなたの内側は甘いな」

「そ、れはわかりませんが、その、息継ぎの間が欲しいです」

　私のお願いの内容に、驚くように目を見開いた彼は、なるほどと呟きながら小さく頷いた。

「善処しよう」

　ふっと柔らかな笑みを浮かべた彼がそう呟く。

　こちらを見下ろしながら唇を舐める様子に、ふと獲物を前にした獰猛な肉食獣の姿が重なった。

　覆いかぶさるように再び唇を重ねられ、口内は熱い舌に蹂躙される。

　内側を撫で、舌を吸われ、熱い舌に奥まで浸食されれば、痺れるような甘い刺激が背中を伝っていく。

　口端から零れたどちらのものともつかない唾液を舐めとりながら、こちらを見下ろす彼の瞳には、確かな情欲の色が見てとれた。

「そなたの肌はどこまでも白いな」

「そんな、ことは──」

「獣人の性を許されるのであれば、歯を立ててこの白い肌に己の痕を刻みたくなる」

　頬を撫でていた指先が顎から首元へ移動し、指の腹で首筋を撫でる動きに、ぞわりと背筋が粟立った。

　人同士の性交渉を全く知らなかった彼に、手加減した甘噛みができるのだろうか。

　一瞬、日中遭遇した獣姿の彼の牙を想像してしまい、慌てて思考を巡らせる。

　痕を残すだけならば、歯を使わせなければいい。

「……人同士の場合では、歯を使わずに痕を残すことが一般的です」

「歯を使わずに、どうやって痕を残す？」

　きょとんと首を傾げられ、ここは自分が実践するしかないと腹を括る。

　身体を起こし、陛下の胸元へ唇を寄せると、精一杯吸い付いた。

　ゆっくりと唇を離せば、狙い通りの赤い痕が現れる。

「人の肌はこうして吸い付けば痕が残ります。恐らく、獣人同士の歯を立てる行為と同じような意味合いかと」

「なるほど」

　自分の胸元に付いた赤い痕をしげしげと見つめていた彼は、納得したように小さく呟くと、上からかぶさるように首筋に顔を埋めた。

　唇が触れた感触の後に、すぐにちりっとした痛みが走る。

　それだけで、彼が先程の行為を実践したことがわかった。

「ふむ。意外と簡単につくものだな」

「……陛下、あまり首筋や見えるところには付けないようにお願いします」

「なぜだ？」

「この赤い痕は、情事があったことを証明するようなものなのです。他の人に見られたら恥ずかしいでしょう？」

　私の言葉に納得がいかないのか彼はしばらく首を傾げていたが、ふむと小さく呟くと、その目を細めながら薄らと微笑んだ。

「なるほど、獣人と人とでは感覚に違いがあるらしい」

「……ご理解いただけたなら幸いです」

　安堵に肩の力を抜けば、起こしていた身体を再び寝台へと沈められる。

「触るのは胸の先だったか」

　彼の手が胸元に伸ばされ、その指先が胸の先に触れた。

「んっ」

「この柔らかいところで合っているのか？」

　胸の先をとんとんと刺激する彼の指先に、反射的に声が漏れる。

　思わず身を任せそうになってしまったが、受け身になってばかりでは人同士の性行為を伝えられない。

　彼のため、自分のためにも、ちゃんと説明しなければ。

「そ、こは、快感を覚えれば少し硬くなります。その、敏感な場所なので、胸全体を撫でるように刺激して、硬くなったら優しく刺激していただければ」

「ふむ」

　私の言葉に従い、彼の手はやわやわと胸のふくらみを揉みしだく。

　胸のふくらみを包み込むように撫でる彼の手のひらの中で、先端が硬く主張し始めたのを感じていた。

「ん……」

　漏れ出た声に驚き、慌てて手の甲で口を覆う。

　恐る恐る相手を見上げれば、様子を窺っていたのかこちらをじっと見つめる彼と目が合った。

　今のみっともない声を聞かれたのかと羞恥に顔を火照らせていれば、彼はなぜかふっとその口端を吊り上げる。

　両胸を大きく揉みしだく手はそのままに、身体を屈めるようにして唇が重ねられた。

　柔らかく触れた唇の上から、形をなぞるように彼の舌が這わされる。

「言葉は交わしたほうがいいのだろう？　そなたも嬌声を堪える必要はない」

「い、今のは──」

「そなたの声は耳に心地よい」

　その言葉と共に、彼の指が胸の先に触れた。

「やっ」

「嫌なら私の手を跳ね除けるといい。嫌でないのなら、首を縦に振るだけでいい」

　今更彼の行為を拒否するつもりもなく、固く目を瞑りながら首を縦に振れば、ふっと笑うような吐息を感じた。

　優しくと言った私の言葉を覚えていたのか、立ち上がった胸の先を撫でる彼の指先は壊れ物を扱うように優しい。

　指の腹で優しく撫で、そそり立った両方の胸の先をとんとんと触れられる。

　焦らされるような優しい刺激に、下腹の奥で溶け出した熱が暴れているのがわかった。

　優しくしてほしいとお願いしたのは自分なのに、触れるか触れないかの感触がもどかしくて仕方がない。

　私の漏らした吐息にちらりとこちらに視線を向けた彼は、その手を足元に伸ばし、つっと割れ目をなぞった。

　深い口付けと胸元への刺激だけでぐっしょりと濡れた下着に触れ、彼はその上から引っ掻くようにカリカリと小さく爪を立てる。

「ん、ぁ」

　焦らすような指の動きに、吐息と共に零れた甘い声が漏れる。

「……これまでと全然違うな」

　低く呟かれたその声に応えようとするが、彼の指先から走る甘い疼きに理性を溶かされているかのようで、うまく言葉が出てこない。

「そ、れは、陛下が丁寧にしてくださったからで、んっ」

　下着の横から侵入してきた指は、潤った入り口をつぷりと押した。

　それだけで満ち満ちていた蜜は溢れ返り、待ち望んでいた彼の指を容易く受け入れてしまう。

　内壁を撫でるその指は優しく、内側を擦られるたびに甘い吐息が口端から零れ落ちた。

「あ、ゃ……っ」

　初めて知る甘い感覚が、背中を伝って身体を痺れさせていく。

　蜜壺に沈められていた指が一本から二本に増やされ、くちくちと卑猥な水音を立てながら内壁を押し広げられる。

「ふ、ぅ……んぅっ」

　恥ずかしい声が漏れないよう手の甲を口に当てていると、不意にその腕を掴まれ、唇を重ねられた。

　熱を帯びた舌に口内を埋め尽くされれば、くぐもった声が口端から漏れる。

　内壁を擦っていた彼の指先がある場所を押した瞬間、びくりと身体が跳ねた。

「……っ!?」

　何が起こったかわからず目を瞬いていれば、こちらの変化を目にした彼が同じ場所をぐっと押すと再び痺れるような刺激が走る。

　その反応を見た彼はうっすらとその目を細めると、執拗にその場所を擦り始めた。

「んんっ！　んぅっ……っ」

　漏れ出る声すらも舐めとられるかのように唇を塞がれる。

　三本に増やされた指に翻弄され、内側を押し広げられているはずなのに、痛みどころか苦しさもない。

　ただただ腹の奥が切なくて、何かで満たしてほしくて堪らなかった。

　下腹の奥で暴れるジクジクとした熱に耐えていると、不意に指が引き抜かれる。

　同時に重ねられていた唇が離れると、二人の間には銀糸が伝った。

　肩で息をしながら、熱に浮かされたような思考の中でぼんやりと彼を見上げる。

「ああ、初めからこうしていれば良かったんだな」

　彼の手によって下着が取り外され、纏っていた衣服も剥がされた。

　一糸纏わぬ姿になった私を寝台の中心に運んだ彼は、自身の服を脱ぎ捨て、私の足を持ち上げるようにしてその熱棒を蜜口に擦り付ける。

　それだけで十分に濡れそぼった場所からは、くちりと卑猥な水音が鳴った。

　内壁を押し分けるようにゆっくりとナカに侵入してくるソレは、確かに昨日まで受け入れていたものと変わらないはずなのに、今はそれが埋め込まれていくのが嬉しくて堪らない。

　こちらの様子を見ながら、慎重に腰を進める彼の動きがもどかしくて、つい腰を浮かせてしまえば、その動きに気付いた彼によって腰を捉えられ、ずちゅりと最奥まで貫かれた。

「あぁあっ！」

　突如走った快感に唇を噛みしめる。

　はしたない声を上げたくなくて口を噤んだだけなのに、身体を倒した彼は、こちらの緊張を解すかのように優しく唇を啄ばんだ。

「……痛むのか？」

　じっとこちらを窺う真っ直ぐな双眸に、嘘はつけない。

　優しく解され、初めての快感に戸惑いながらも、私の身体は確実に次に与えられる刺激を求めていた。

「痛く、ありません。ただ切なくて、もう」

「もう？」

　不思議そうにこちらを見つめる相手に、なけなしの理性が焼き切れてしまいそうになる。

　羞恥心と葛藤しながらも、どうしても湧き上がる本能が口をついて出てしまった。

「お願い、です。いつものように、どうか擦って」

　恥ずかしさから彼の視線から逃れるように顔を背けると、伸びてきた彼の手によって正面を向かされ唇が重ねられる。

　己の内側をみちりと満たしていた熱棒が引き抜かれたと思った次の瞬間、切っ先から根元まで体内を貫くように深く打ち付けられた。

「んんっ……っ！」

　待ち望んでいた刺激に、眦に生理的な涙が滲む。

　彼の熱い猛りがナカを突き上げるたびに、腹の奥の熱が快感となって這い上がってくる。

　寝台に押し付けられるように奥へ奥へと腰を押し進められると、己の愛液で潤ったそこはぐちゅぐちゅと卑猥な水音を立てた。

　揺さぶられる視界の中で、うっすらと瞼を上げれば、こちらを見下ろす彼と目が合う。

　恥ずかしさに顔を背けようとしても、顎を捉えられ、正面を向かされてしまえば逃れようもなかった。

「んっ……ふ、んぁっ」

　唇が僅かに離れただけで、情けない嬌声が零れてしまう。

　快楽に溺れる甘ったるい声。

　それは王城で過ごしていた頃、何度も耳にしたものだった。

　まさか自分からこんな声が出るなんてと思いながらも、内壁を擦られ最奥を穿たれれば、その刺激に呼応して勝手に口端から漏れてしまう。

「んぅっ！　ぁっ……んんっ」

　ひっきりなしに零れるあられもない声を、どうやって止めればいいかがわからない。

「ああ、確かに違うな。そなたの悦びが伝わってくる」

　そう呟いた彼はその口端を吊り上げながら、割れ目に覗く前の突起を、蜜に濡れた指の腹でぐりっと撫でた。

「ひぁっ!?」

　背中を駆け昇ってきた刺激が、頭を真っ白に染めていく。

　浮遊感に似た感覚を覚えた直後、どっと噴き出した汗と共に、詰めていた吐息を大きく溢す。

　はっはと浅い息を吐き出しながら、自分の身体の反応に瞬きを繰り返していた。

　──まさか、達した……？

　ただ口頭で説明をしただけで、易々と相手を追い上げられるものだろうか。

　信じられない状況に驚いていれば、不意に腕を引かれる。

　浮いた背中に腕が回され、気が付けば彼と向かい合うような状態で彼の膝の上に乗せられていた。

「あ、あの……」

「一方が横になった状態では肌が離れてしまうだろう？　こちらのほうが、より触れ合いながら繋がれるかと思うが」

　そう口にした彼は私の腰を掴むと、その切っ先を蜜口の奥に擦りつけるように、ぐちゅりと内側のモノを埋め込む。

「あぁっ！」

　達したばかりの敏感な身体に強直を突き立てられ、背中を駆け抜けるような快感が走った。

　信じられない感覚に驚きながらも、再び激しくなる律動にそんなことなど考えていられなくなる。

「や、あっんぁっ」

　自分のものとは思えない甘ったるい声が口から零れる。

　下から激しく突き上げられて身体を揺さぶられれば、思わず相手の頸に腕を回した。

　泥濘を穿たれ、己の蜜が内股を伝って零れていく。

　強すぎる刺激に膝を立てて快感を逃がそうとしても、腰を掴まえられている状況では逃れようもない。

　自分の身体が己のものではなくなったような心許なさに、縋りつくように口付けを求めれば、小さく笑った彼が優しく受け入れてくれた。

　舌先に触れる彼の内側の熱に、昂っているのは自分だけではないことを知り、小さな安堵を覚える。

「んっ……ふ、ぅっ」

　身体を揺さぶる律動に翻弄されていると、不意に腰を掴んでいた手が緩んだ。

　うっすらと目を開けば彼の腕が背中に腕を回され、ベッドの上へと再び押し倒される。

　僅かに身体を離した彼は、こちらを見下ろした体勢のまま、額にふにっと触れるだけの柔らかな口付けを落とした。

「こちらのほうが、そなたの身体には触れやすいようだ」

　そう口にした彼は、その手で私の膝裏を持ち上げると肩にかける。

　脚を大きく広げられた状態に羞恥に慌てるものの、次の瞬間、蜜口にあてがわれた熱棒をずちゅりと最奥まで埋め込まれる。

　身体を貫かれた圧迫感に、喉の奥からは声にならない息が漏れた。

「──っ！」

　これまで何度も身体を重ねてきたはずなのに、これほどまでに彼を深く受け入れたことはない。

　未知の感覚に戸惑いながらも、更に突き上げてくる熱棒にすぐに何も考えられなくなる。

「んあっや、あぁっ」

　チカチカと星が飛ぶような視界の中で、私を見下ろす彼は、その手を伸ばして指先で胸の先端を弾く。

　先程までの優しいだけの刺激ではなく、カリカリと爪の先で引っ掻き、指先で硬くしこったそこを捏ねるその刺激は痛いくらいのはずなのに、なぜかそれがただただ気持ち良くて仕方がなかった。

「や、ぁあっ、んぅっ」

　胸の先から注がれる快感が、頭の中を痺れされていく。

「ああ、先程はここで達したんだったな」

　そう言って彼は、その手を脚の間に滑り込ませると、前の粒をぐりっと押し潰した。

「ひぁっ！」

　そこに触れるだけで全身が震えるような快感が走る。

　──まるで、自分の身体じゃなくなったような。

　指の腹でこりこりと擦られ、激しく突き上げられると何も考えられなくなっていく。

　肌と肌とが激しくぶつかる音、泡立つほどに泥濘を穿つ水音。

　漏れ聞こえる彼の吐息や、口端から漏れる自身の嬌声。

　淫らなその空間で、胸先を摘ままれナカを穿たれ、再び快感の先へと追い立てられていく。

「あっ……や、あぁああっ」

　彼に腰を掴まえられたまま、思わず身体をのけ反った瞬間、腹の奥に熱いものが広がる感覚があった。

　じんわりと広がるその温もりに、彼が達してくれたことを悟る。

　肩で息をしていた彼は、ゆっくりと覆いかぶさるように上体を倒すと、胸元に顔を埋めた。

　達した余韻でぼんやりとしながらも、手を伸ばして彼の頭をそっと撫でる。

　指の先には、彼の金糸の柔らかな感触が触れた。

「……痛みは？」

　ちらりとこちらに視線を向けた彼が囁く。

　この期に及んで痛みを気にしてくれるのかと、その優しさについつい頬が緩んでしまった。

「ありません」

　そう答えた私にふっと口端を吊り上げた彼は、身体を起こすと触れるだけの口付けを落とす。

「……これまで痛みに気付いていなかったこと、すまなかった」

　小さく呟いた彼の言葉に思わず、目を見張った。

　申し訳なさそうに眉尻を下げるその様子に、主人に叱られて項垂れる飼い犬を連想してしまい、つい笑みが零れてしまう。

　彼の心からの謝罪に、これまで一ヶ月、心の内に溜め込んでいた痛みや苦しみが、じんわりと溶かされていく気がした。

「気にしていません。私こそ、早く正直に言えば良かったんです」

「これからは、気になることがあればすぐに教えてほしい」

　私の髪を梳くように一房手に取った彼は、その先に唇を寄せると、再びこちらを覗き込んだ。

「これまでの詫びも込めて、これからは存分に快感を与えるよう心掛けよう」

　こちらを見下ろす翠の瞳には、まるで獲物を目の前にして爛々と輝くような、怪しげな光が見て取れる。

　その様子に、ふとクリアムの言葉が思い浮かんだ。

『獣人には、番に尽くす習性が備わっているんです。快感に悦ぶ姿を見たいとしつこいほどに愛してしまう者が多いです』

　番に尽くす習性が備わっている獣人からの『存分に快感を与える』発言は、人間にとって耐えられるようなものなのだろうか。

「陛下、それは──」

「ラヴルだ」

　私の言葉を遮るように、なぜか名を告げられる。

　どうして今更と目を瞬いていれば、向かい合う彼はすっとその目を細めた。

「今後、私のことはラヴルと呼ぶように。私もそなたを名前で呼ばせてもらおう」

　そう言うと、再び唇が重ねられた。

「ラティーナ」

　徐々に深められる口付けに、不埒に肌の上をなぞる彼の指先。

　熱の籠った眼差しで見つめられれば、彼が再び行為を開始しようとしていることは明白だった。

　これまで辛くて仕方なかった二回目が待ち遠しいとまで思えるほどに、身体の芯は未だに火照っている。

　ナカに埋め込まれたままのそれは再び質量を取り戻し、間を置くことなく内側から甘い刺激を流し込んでいた。

「ラティーナ、私の番。私だけを見て、私だけを求めてほしい」

　睦言のように囁かれる低い声を耳にしながら、与えられる快感に意識を溶かしていくのだった。





＊・＊・＊






「起きたか」

　薄らと目を開けば、そこには彼の顔が間近に覗いていた。

「陛っ──……ラヴル？」

「そうだ、よく言えたな」

　口端を吊り上げた相手に、そっと頬を撫でられる。

　彼の名前を慌てて言い直したのは、昨日の何回目かにうっかり『陛下』と呼んでしまった私に、名前を覚えるまで復唱するようにと言われて、嬌声交じりに彼の名前をずっと呼ばされたからだった。

　どう考えても特殊プレイなのだが、昨日まで人同士の性行為を知らなかった彼にとっては、そんな感覚はないのだろう。

　私の目覚めを確認した彼は、そっと額に口付けを落とすと、静かに身を起こして寝台を降りた。

「私は政務に向かう。今後、王宮内であれば自由に出回って構わない」

「わ、かりました」

　返事をしようとして、自分の声が掠れていることに気付く。

　昨晩あれほどまでに嬌声を漏らせば、声も枯れるかと納得しつつも、妙に恥ずかしくなって顔を俯けてしまった。

「王宮内には危険はないだろうが……まあ、あまりその姿は周囲に見られないほうがいいかもしれないな」

　そう告げた彼は、振り返りざまにふっと微笑む。

　言葉の意味が理解できず、首を傾げていれば、彼はこちらの様子に笑みを深めると、とんとんとその指で自身の胸元を叩いた。

「自身の姿を確認するといい」

　そう言われて、自分の身体に視線を落としてぎょっとする。

　シーツに包まれていた私の身体には、ありとあらゆる箇所に情事の証である赤い痕が残されていた。

「陛──ラヴル!?」

「はは、私は忙しい。一日の過ごし方は、ラティーナに一存するとしよう」

　楽しげにそう語った彼は、扉を閉める前に一度ふっと笑みを浮かべると風のように去っていく。

　一人取り残された部屋の中で、ただ茫然とその姿を見送ることしかできないのだった。







四、突然の侵入者








「ラヴル!?　その顔はどうしたんですか？」

　動揺に声を上げながら、彼の元へと駆け寄る。

　珍しく日中に部屋を訪問してきたラヴルだったが、扉の先に立っていた彼の頬には、明らかに誰かに叩かれただろう赤い痕が手の形のままに残っていた。

　獣人国に嫁いでおよそ三ヶ月。

　中庭での一件があって以来、ラヴルと言葉を交わす機会も増え、気軽に話しかけることもできるようになっていたのだが、彼が夜以外の時間に部屋を訪ねてくることは稀だったし、怪我を負ってくることなんて初めてだった。

「クリアムの怒りを買った」

　当然のように答える彼の言葉に、戸惑うことしかできない。

　私付きの侍女でしかないクリアムが、一国の王であるラヴルの頬を叩いてもいいものなのだろうか。

「ク、クリアムがラヴルの顔を……？」

「いや、実際はクリアムの怒りを代弁したセルヴにやられた」

「セルヴ、様とはどなたですか？」

　聞き慣れない名前に首を傾げれば、こちらの真似をするかのようにラヴルもまた同じ方向に首を傾げた。

「ラティーナも何度か会っているだろう。いつも薄っぺらい笑顔を貼り付けている王宮一胡散臭い男だ。ああ、使者として、そなたを迎えにも行っていたな」

　その言葉に、白銀色の長髪に獣の耳を覗かせた男性の姿が浮かんでくる。

「ああ、使者様のことだったんですね。お名前を存じ上げず失礼しました」

「いや、特に覚える必要はない。他の雄に興味を持つ必要もない」

　人同士であれば、あまりに独占欲の強い発言のように感じられるが、彼が当然のように口にしている様子を見る限り、獣人同士のやりとりとしては普通のことなのだろう。

「セルヴ様とクリアムはお知り合いだったんですか？」

　私付きの侍女であるクリアムと、外交までこなすセルヴ様が知り合いだとは意外だった。

　そういえば、以前クリアムが何かあったら伝手を使ってガツンと言うと宣言していた気がするが、その伝手がセルヴ様だったのだろうか。

「知らなかったのか？　セルヴとクリアムは番同士だ」

「えっ!?」

「ちなみにタルバは二人の息子だ」

「ええっ!?」

　次々と明かされる事実に、驚くことしかできない。

　二人が夫婦──番同士だったことも意外であれば、あの大きさのタルバが二人の息子だという事実に目が回りそうになる。

「タルバの体質は獣寄りだが、父親譲りの大狐だし、毛色はクリアムに近いだろう？」

　てっきりタルバは犬だとばかり思い込んでいたが、実際は狐だったらしい。

　毛色はクリアムに近いと言うが、紅髪に黒兎のような獣耳を持つ彼女の毛色は、どこで判断すればいいのだろうか。

　そんなことを考えながら、獣人親子の独特な相似点に驚かされる。

　こういった文化の違いのようなものは、これからも次々と出てくるのかもしれない。

「ええと……それで、どうしてラヴルはクリアムの怒りを買ったんでしたっけ？」

　混乱しながらも、とりあえず目下の疑問を尋ねれば、彼はああと気の抜けた声を上げながら、斜め上に視線を向けた。

「先日の出来事を話したら、これまで奥様に痛い思いをさせていたなんて信じられません思い知れ、とクリアムが振りかぶった手をセルヴが掴まえて、クリアムの腕を掴むセルヴの反対の手から代理の平手打ちが飛んできた」

「……それはまた、なんともややこしい状況ですね」

　ありのまま起こった事実を伝えてくれる彼の状況説明を辿ってみれば、セルヴ様はなんでそんな回りくどいことをしたのかと思ってしまう。

「獣人同士ならよくあることだ。自分の番に、他の雄の臭いを付けたくなかったんだろう」

　その言葉に、ふと以前の彼の発言を思い出した。

「そういえば、初めてお会いしたとき、ラヴルは私のことを臭うと言っていましたよね？」

「ああ、あのときは、あまりにもそなたにタルバの臭いが染みついていたからな」

「タルバの臭い……」

　あのときは私の不衛生さをタルバが肩代わりしてくれたものだとばかり思っていたが、もしかして事実は違っていたのだろうか。

「あのとき、てっきり自分の体臭のことを言われたのだと思っていたのですが……」

「まさか。己の番となる相手の匂いを嫌がる雄がどこにいる。興奮するだけだ」

「興──!?」

　その直接的な言葉に、思わず顔が熱くなる。

　私の反応が意外だったのか、ラヴルは面食らったように目を見開くと、やがてふっとその目を細めた。

「何度も身体を重ねているだろうに、そなたはおかしなところで恥じらうんだな」

「お、おかしなところではありません！」

「ああ、そうだ。クリアムとセルヴから叱られついでに休みをもらってきた。午後は、ラティーナへの贖罪に使おうと思う。部屋を訪ねたのは、その誘いだ」

「贖罪……？」

「ああ、存分にもてなそう」

　そう言いながらその金色の髪を払うように首を振ると、私の前に傅いた。

　驚きに目を瞬かせていれば、目の前に手が差し伸べられる。

「さあラティーナ、この手を取るがいい」

　まるで歌劇のワンシーンのような光景に呆然としていれば、私の様子を見たラヴルは不思議そうに首を傾げた。

「人の国ではこういった振る舞いが喜ばれると聞いたが、違っていたか？」

　瞬きのたびに揺れる長い金色の睫毛さえも輝いているように見えて、ついその眩しさに目を細めてしまう。

「……いえ、大正解です」

　恐る恐る手を重ねながら、誰に聞いたのかと問えば、案の定先程の二人の名前が返ってきた。

「獣姿になって、そなたを背に乗せる方法も考えたんだが、二人に却下された。私の獣姿はラティーナには刺激が強すぎるだろうと」

「……まあ、それはある意味正しいご判断かと」

「ラティーナは私の獣姿は恐ろしいのか？」

　至極真面目に聞き返され、うっと言葉に詰まる。

　正直、正体が彼だとわかれば、あの獣姿もそこまで恐ろしいものではない。

　しかし、獣姿になった彼の背に乗せてもらった場合、獣姿に対する恐ろしさとは別の、大きな気がかりがあった。

「……その、獣姿から戻る際、ラヴルは全裸になりますよね？」

「まあそうだな」

　その返答に、懸念事項が事実であることを把握する。

「その、日中野外で全裸というのは、あまり人間の国では見慣れない光景でして、落ち着かないと言いますか」

　以前庭園で遭遇した際、獣から人の姿になったラヴルは、庭園のど真ん中であまりに堂々と全裸を披露していた。

　当時は自分のやらかしで頭がいっぱいだったが、よく考えてみれば野外で全裸の夫と対峙するのは、なかなかに居たたまれない状況である。

　正直な理由を耳にして、気を悪くしたのではないかと相手の様子をちらりと窺えば、なぜか目を丸くしたままこちらを見上げている彼がいた。

「……私の獣姿が恐ろしくはないのか？」

「え？　ああ、確かに初めて獣姿を目の当たりにしたときは恐ろしかったですけど、中身がラヴルだとわかればそこまで恐ろしくはないです」

　私の返答に虚を突かれたように瞬きを繰り返している彼を見て、首を傾げる。

「獣姿になることを止めた二人も、刺激が強すぎるって言ったんでしょう？　きっとラヴルが人に戻るときに、全裸になってしまうことを心配してくれたんだと思いますけど」

　驚いた様子でしばらくこちらを見つめていた彼は、私の言葉に小さく息を漏らすと、その顔に笑みを浮かべた。

「ふっ、そうか。ラティーナは獣姿の私より、服を着ていない私のほうが恐ろしいと」

「違──言い方！　言い方に気を付けてください！」

「ははは」

　上機嫌に笑う彼に手を引かれながら部屋を出る。

　白い廊下を抜け中庭に出れば、先日獣姿のラヴルと対峙した東屋があった。

　導かれるままに東屋へと近づいていくと、布の敷かれた机の上に、パンやスープ、果物などが用意されていることに気付く。

　手を引かれながら長椅子に腰を下ろせば、すぐ側に彼も座り込んだ。

　隣に並んだ彼は、こちらを覗き込むとふっと微笑みを浮かべる。

「今日はここで昼食にしよう。あとでクリアムが食後のお茶を持ってくる」

　まるでデートのような流れに今更ながら緊張してしまうが、これまでとの違いが大きすぎて、戸惑わずにはいられない。

　もしかしてこれらの行動は全て二人の指示を受けてやっているのではないだろうか。

　そんなことに気付いてしまうと、なんだか彼の気持ちを無視しているような気がして、もやもやとすっきりしない心地になった。

　夜の生活について改善は求めたが、自分への好意を強制するつもりはない。

「……あの、もしかして今日の行動は、二人から無理矢理やらされているんでしょうか？」

　私の問いに、用意してあったパンを手に取った彼は不思議そうに眉根を寄せた。

「この国で、私に何かを強制できる者はいないが」

「え」

「私は獣王だから、他のどの獣人にも傅かない。獣王とはそういう性質を持つ生き物だ。唯一私を傅かせることができるのは、番であるラティーナだけだろうな。今の今も、私は自らの意思で彼らに教えを乞うた上で行動をしている」

　その殺し文句のような言葉に、思わず顔が熱くなる。

　血が沸騰するように身体中が火照っているし、心臓は早鐘を打つように騒がしい。

　自分の中の明らかな変化に戸惑いつつも、なんとか気持ちを落ち着けようと、目の前にあるパンを手に取った。

　少しだけ齧れば、柔らかなパンの優しい甘みが広がる。

「……ラヴルは、随分と二人と仲がいいんですね」

「ああ、まあセルヴは親代わりみたいなもんだからな」

　その言葉にふと顔を上げる。

　隣に座るラヴルは二十代中頃ぐらいに見えるが、私を迎えに来た使者──セルヴ様もそう変わらないように見えた。

　親代わりとはあまりに年が近すぎるのではないだろうか。

「あの、今更ですがラヴルはおいくつなんですか？」

「言っていなかったか？　昨年二十歳になったから、もうすぐ二十一歳になる」

「セルヴ様は……？」

「セルヴは今年三十八歳になるはずだが」

「さんっ!?」

　セルヴ様の年齢に、手に持っていたパンを落としそうなほどの衝撃を受ける。

　私の動揺を見て、ラヴルは訝しげに眉根を寄せた。

「そ、そうするとクリアムとは随分と年の差が……？」

「クリアムは今年二十六歳だったはずだから、言われてみれば年の差があるほうかもしれないな」

　ついにパンを落とす──前にと、慌てて口に放り込んだ。

　口いっぱいに頬張ったパンを咀嚼しながら、年下だと思っていたクリアムが八つも年上だった事実にただただ慄くばかりである。

　自分の感覚がおかしいのか、はたまた獣人が年齢不詳なのか。

「何をそんなに驚いている？」

　頭を抱えていれば、隣の彼から声がかけられた。

「……クリアムは同い年くらいに見えていましたし、セルヴ様は二十代半ばくらいかと思っていました」

「はは、そなたは面白いことを言うな」

　僅かに微笑んだ彼は足を組み、頬杖をつくとこちらを覗き込む。

「私は予想通りだったか？」

「……予想よりは、少し若かったです。セルヴ様と同じくらいかと思っていましたから」

　私の返答に、彼はその目を柔らかく細めた。

「そうか、王が年嵩に見えるのはいいことだ。普段から尊大に振る舞うよう心掛けていた甲斐があった」

「それ、心掛けることなんですか？」

　尊大な振る舞いとは、あまりいい意味で使われる言葉ではなかった気がする。

　私の言葉にふっと笑みを溢した彼は、ゆっくりと身体を起こすと、庭園のほうへ視線を向けた。

「私は小さな村の末の息子だったからな。幼い頃は気が弱く、獣姿で生まれたために、この体質がわかったのは突然私が人化した九つの頃だった。迎えに来たセルヴは教育係も兼ねていてな。王が弱気だと周囲から舐められると散々しごかれたものだ」

　庭園の草木を揺らす風は、昔を懐かしむように目を細めた彼の横顔を撫でていく。

　その金色の髪が風で揺れれば、小さく苦笑する彼の口元が窺えた。

　当たり前のように彼は王宮で生まれ育ったのだろうと思っていた私は、その生い立ちに少なからず衝撃を覚える。

「意外でした。私は王らしく振る舞うラヴルしか知りませんでしたから」

　その美しい風貌も優雅な振る舞いも王族らしいものだと思っていたし、初めて会ったときから彼が王であることに何の疑いもなかった。

　少なくとも彼には王族でなかった期間があったらしい。

　その生い立ちを知り、平民として育った自分自身を重ねてしまう。

　──ラヴルなら、いつか自分の過去も受け止めてくれるかしら。

　そんなことを考えていると、ふと長椅子に置いていた手に彼の手が重ねられた。

　視線を上げれば、楽しそうに微笑むラヴルの顔がある。

「ラティーナが望むなら、尊大な振る舞いは慎み、子獅子のように振る舞ってもいい。そなたが存分に可愛がってくれるなら、の話だがな」

　彼の言う『可愛がる』というのは、言葉通りの意味ではないのだろう。

　ここ数日散々からかわれてきた私は、なんとなく彼の悪戯っぽい視線も理解できるようになっていた。

「か、考えておきます！」

　上ずりそうになる声を抑えながら、毅然と言葉を返す。

　そんな私の様子を見て、ラヴルはただただ楽しそうに、手に持つパンを口に運ぶのだった。
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　あの日から、私達の夫婦生活は劇的な変化を遂げていた。

「ん、ぅっ」

「唇を噛むな。舌を伸ばすといい。声ごと吸ってやる」

　激しく揺さぶられたまま、半ば溺れるように舌を伸ばせば、熱の籠った吐息と共に吸い付かれる。

　苦しいくらいにナカを押し広げられているのに、舌先から胸先から甘い快楽を流し込まれれば、強すぎる刺激にまた頭の中が白みそうになった。

　彼のモノを受け入れたまま私だけ達してしまうのも、もう何度目かわからない。

　出会った頃の『ド下手』状態が嘘のように、彼の手によって何度も何度も高みに昇らされていた。

「んっあ、待っ──」

「何を待つ？　ラティーナはここが好きだろう？」

　ふっと笑んだ彼は、奥を穿ちながら前の粒を指先で弾く。

「ひぁっ」

　繋がった場所から零れた蜜を纏った指先で刺激されれば、腰が引けそうなほどの快感が走った。

　強すぎる刺激から逃げたくて身体をよじるものの、あっさりと腰を捉えられ、更に深くねじ込まれる。

　どう考えても以前よりも行為は激しくなっているはずなのに、痛みなんてどこにもなく、苦しいくらいに気持ち良さが押し寄せてくるばかりだった。

「や、も、何度も達して」

「何度だって達すればいい。その愛らしい声も、私を締め付ける内側も愛しいだけだ」

　薄く笑んだラヴルが最奥を穿ち、前の粒をぐりりと押されれば、あっという間に高みへと昇らされていく。

「あっや、あぁああっ」

　何度目かわからない絶頂に、堪えようもない声が漏れる。

　意識が白みそうになるのを、繋ぎ止めたのは身体を揺さぶる律動で、私を組み敷く彼から熱の籠った吐息が漏れたかと思えば、奥に熱いものが広がった。

「ラティーナ」

　名前を呼ばれて視線を向ければ、美しい彼の顔が近づいてくる。

　唇が優しく触れ、その輪郭をなぞり、薄く開いた口の間から挿入された舌に、口内を労わるように舐められる。

　ラヴルのあまりの急成長ぶりを目の当たりにして、どこで覚えてきているのかと心配になってしまうくらいなのだが、彼と交われるのが私しかいない以上、私との行為で学んでいるとしか考えられない。

　気が付けば、この頃は彼が一度吐精するまでに何度も達してしまうことが多くなっていた。

　──獣人の習性、恐るべし……。

　番に尽くしてしまうという獣人の性質を実感しながらも、それ以上に、身体を重ねるたびに彼に対する愛着を感じ始めている自分自身にも驚かされていた。

「ラティーナの善がる姿は愛らしいな」

「なっ──」

　ラヴルが口にした恥ずかしい言葉に、ぼっと顔が熱くなる。

「快感を逃がそうと喘ぐ声も、絶頂を前に懇願するさまも、愛しくて堪らない」

「そ、そんな言葉をどこで覚えてくるんですか!?」

「どこで？　私はここと執務室の往復しかしていないが」

　至極真面目に返してくる彼は、嘘を吐いているようには見えない。

　つまりは、誰から学んだということもなく彼自身の言葉だということだろう。

　出会った頃のそっけなさはどこへ行ったのかと思うほどの甘い囁きに、腰が砕けそうになってしまう。

「……愛の囁きは、ほどほどでお願いします。あまり、そういったことには慣れていないので」

「『そういったこと』とは？」

「その、褒められたり、口説かれたりとか、です」

「そうか」

　短く言葉を返したラヴルは、なぜか嬉しそうに目を細めた。

　初めて出会ったとき、二十代半ばくらいに見えた彼だが、最近は年相応の幼さを見せることも多くなっている。

　嬉しいときには目を細めたり、口端を上げるときは面白がっていたりと、無表情だと思っていたその顔にも、たくさんの表情が隠れていることに気付き始めていた。

「そういえば、なぜそなたの胸の先は色が違う？」

「はい？」

「ここのことだ」

「ひゃっ!?」

　突然胸の先を摘ままれ、思わず声が漏れる。

　私の声に驚いたように瞬きをしながらも、口端を吊り上げたラヴルは、胸の先を指の腹で撫で、触れるか触れないかくらいの位置でとんとんとつつき始める。

「ラティーナの白い肌の中で、ここだけが酷く目立って見える。刺激を与えればそそり立つし、他の雄を誘っているようで気に食わない」

「そ、それは──」

「ああ、ほら。すぐに触れてほしそうに立ち上がるだろう？」

「んぅっ！」

　その指にきゅっと摘ままれれば、腹の奥にじんと痺れるような刺激が走った。

　とろりと蜜が零れる感覚を覚え慌てて下腹部に力を込めれば、挿入されたままだったラヴルのモノが、再びナカで熱を持ち始めていることを感じてしまう。

「ラティーナ、私は人の知識に疎い。教えてくれないか？」

　そう言われれば、私には自身の知る知識を答える他ない。

「む、胸の先は、赤子が乳を吸うところ、ですから」

「なるほど。赤子から見てわかりやすくするためか」

　人の身体について詳しく調べたことのない自分には、正解などわからない。

　ただ何かを答えなければ彼の愛撫は止まらないと思い、それらしい理由を口にしただけだったが、ラヴルはどうやら納得してくれたらしい。

「赤子には、ラティーナの胸先に吸い付く権利があるということか」

　そう呟いた彼は、その顔を胸元に寄せた。

　嫌な予感に、目を見開く。

「な、何を──」

「赤子より先に味見をしておこうかと」

　そう言うが早いか、彼がぱくりと胸先を口に含む。

　ぬるりとした舌に胸の先を撫でられたかと思えば、ぴちゃぴちゃと音を立てて舐められる。

「ん、ぅっ」

　柔らかく吸われて立ち上がった胸の先は、彼の唾液で潤っているせいか、その吐息さえも敏感に感じ取ってしまう。

　舌先と指先で刺激される両方の胸先からは、逃しきれないほどの快感がせり上がってきていた。

　気持ち良いのに、最後までは辿りつけない。

　そのもどかしさから、自分の内側に沈められている彼のモノに救いを求めたくなってしまう。

「ぁ、お願」

「どうした？」

「切な、て」

　絶え間ない快感と羞恥心から、眦には涙が滲みそうになる。

「どうしてほしい？」

「お願、んっ動いて」

　私の懇願に、ふっと笑みを浮かべた彼は、私の内側に沈めていたものをゆっくりと引き抜いた。

「え？」

「ラティーナは指で触るよりも舐められるほうが好きなようだ」

　彼は私の身体を折り曲げるように腰を持ち上げると、脚の間から顔を覗かせる。

　彼の目の前に秘所が露わになっている状態に慄いていれば、先程まで彼の熱棒を受け入れていた場所にくぷりと指を沈められた。

　複数の指でナカをぐちゅぐちゅとかき回されると、溢れた蜜が股の谷間を伝っていく。

「ここに隠れている粒も、舐められるほうが悦ぶかもしれないな」

　そう言い終わる前に、ラヴルの舌先が突起に触れた。

「やぁっ！」

　舌先で突かれ転がされるたびに、腰が蕩けそうになるほどの快感が走る。

　立ち上がった粒を口に含まれ舌に押し潰され、沈められていた彼の指がぐちゅぐちゅとナカを掻き回すたびに、内側からも外側からも強い刺激が走り、先程達したばかりの身体はあっという間に快楽に流されていく。

「あっや、もう……っ！」

　びくりと身体をしならせると、下腹部に溜まった快感が電流のように身体を突き抜けていった。

　くたりと力の抜けた状態のまま肩で息をしていれば、ナカを掻き回していた指が引き抜かれ、再びラヴルが覆いかぶさってくる。

「ラティーナの反応はあまりにも可愛すぎるな」

　そう囁く彼は、子供にするように優しく頭を撫でた。

「愛するラティーナの願いは叶えよう。私に動いてほしかったんだろう？」

　そう言いながら蜜口に擦りつけられた熱棒は、柔らかく解れた場所をずちゅりと穿つ。

「あぁっ！」

　先程達したばかりの内側は、待ち望んでいたものを与えられたかのように、きゅうきゅうと締め付けていた。

　内壁を抉るような激しい動きなのに、身体全体を揺さぶられる行為が、嬉しくて仕方がない。

　目の前がチカチカするような強い刺激に、喘ぐように嬌声を漏らせば、流し込まれる快感に先程追い上げられたばかりの高みへとぐいぐいと押し上げられていく。

「やっあ、あぁっ」

　身体全体が強張り、一瞬の浮遊感の直後に、どっと寝台に沈み込む。

　大きく達したことで腹の奥の熱が抜けたことを感じていれば、再び胸の先に触れる感触にぎくりとした。

　視線を向ければ、目を細めて微笑むラヴルがこちらを見つめている。

「ラヴル、何を──」

「ラティーナが自ら動いてと懇願してくれるさまが、あまりに愛らしかったからな。次はもっと快楽を流し込もうかと」

　まるで当たり前のようにそう告げた彼は、ナカに熱棒を沈めたまま、再び胸の先を口に含んだ。

「ひっ！　あ、やっ」

　達したばかりのせいで敏感になりすぎている胸の先は、ラヴルの与える刺激を何倍にも増幅させながら腹の奥に響かせてくる。

　赤く腫れ上がった胸の先を柔らかく刺激しながらも、中に埋められていた彼のモノに浅いところを擦れると、耐えがたい甘い痺れが走った。

「やっあ」

「ラティーナは胸の先が弱いな。今後一切胸元の開いた衣装は禁止しよう」

　禁止も何も、ここに来てから用意された衣装しか着たことはない。

　その衣装も毎日のようにラヴルに剥がされてしまうので、服を着ている時間のほうが短いのではないかと思ってしまうくらいだ。

　今日だって肌の上には無数の赤い痕が残っているし、それでも飽き足りないのか、痕のついていない場所を見つけては何度も吸い付いていた。

「んんっ」

　胸先の強すぎる刺激に声を堪えていれば、胸元から見上げるラヴルの強い視線を感じる。

　自ら行為を強請るのが恥ずかしくて顔を背ければ、私のナカを押し広げていたものが、ぐちゅりと音を立てながら奥へと沈められた。

「さあ、ラティーナ。どうしてほしい？」

　両方の胸の先を引っ掻かれながら、耳元で囁かれる。

　焼き切れそうな理性を必死に繋いで、なんとか口を開いた。

「ひと、一人は嫌、です」

　私の言葉に、ラヴルは小さく息を呑む。

「ラヴルも一緒に、気持ち良くなって」

　胸先から注がれる甘い痺れに腰が浮けば、即座に腰を打ち付けられた。

　部屋に卑猥な水音が響き渡る。

　肌と肌とがぶつかり合う音に、まるで耳からも犯されているような感覚に陥っていく。

「はは、最高の口説き文句だ」

　ナカを抉られ、最奥を穿たれ、頭の中が快楽で埋め尽くされる。

「ああ、ラティーナと繋がっている時間は、ずっと気持ちがいい」

　そう囁くラヴルの声は酷く嬉しそうで、その顔を見たいと思いながらも逆光のせいで表情まではわからなかった。

　ぼんやりと滲む視界の中で、快感に追い上げられる感覚とナカに広がる熱を感じながら、ゆっくりと意識を手放したのだった。
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　差し込んできた陽光の眩しさに、薄らと目を開く。

　視界に映ったのは、寝台の横に腰を下ろす彼の後ろ姿だった。

　身じろぎした気配を感じたのか、こちらを振り返った彼は、昨夜の激しい交わりが嘘のように優しい手つきで頭を撫でる。

　初夜からの一ヶ月は、身体を重ねることは政略結婚を成立させるため身籠るために必要だと割り切っていたはずだった。

　しかし彼の内面を知ってから、己の明らかな変化に戸惑いを隠せなくなっている。

　──色恋なんて、愚かな感情だと思っていたはずなのに。

　ここ最近は、彼に会える夜が待ち遠しいとまで感じ始めていた。

　愛だの恋だのを軽蔑していた自分が、あれほど嫌悪していた好意や情欲といった感情を彼に向けていることに苦笑を漏らさずにはいられない。

　自身の変わりように自分でも呆れてしまうが、優しく触れられ気遣われ、まるで甘い蜜に沈められるように愛情を注がれれば、傾いていく心を抑えようがなかった。

　幸いにも政略結婚とはいえ夫婦なのだから、私が彼に愛情を抱いたとしても何の問題もない。

　彼への想いに溺れ、王城にいた彼らのようにはならなければいいだけだ。

　自分のほしいままに相手の身体を求め、相手に執着したりみっともなく縋ったりするような存在にならないよう自制すればいい。

　そんなふうに考えるものの、私の心の内なんて知る由もない彼の愛情表現は、留まることを知らなかった。

「今日も自由に過ごすといい。その痕を隠せれば、だがな」

　昨晩も激しく交わったにもかかわらず、朝から再び求められた私の身体には、例のごとく全身に赤い痕が刻まれている。

　服で隠せない場所に赤い痕が残っている間は、さすがに部屋から出ることはできない。

　連日のように自由に外も出歩けなくなってしまっているのだが、それがまるで彼の独占欲に閉じ込められているような気がして、くすぐったくも仄暗い悦びを感じていた。

　クリアムにはどうしても見られてしまうものの、お熱いですねぇと楽しそうな様子で喜ぶだけだ。

　彼女曰く、獣人の番ではよく見られる行動らしい。

「あの、ラヴル」

「なんだ」

　衣服を整え寝台から腰を上げようとしていた背中に声をかければ、振り返りざまにその金糸が揺れる。

　明るい部屋の中で見る彼は、相変わらず眩しいくらいに整った容姿をしていた。

　翠の双眸に真っ直ぐに見つめられると、なんだか気恥ずかしくなり視線を逸らしてしまう。

「その、昨日は、お花をありがとうございました」

　窓際に向けた視線の先には、シンプルな花瓶が置かれている。

　その花瓶に挿してあるのは、昨夜部屋を訪れた際にラヴルが持ってきてくれた花だった。

「ああ、セルヴから聞いたからな」

「セルヴ様から？」

　首を傾げた私に、ふっと微笑んだ彼は、こちらに手を伸ばすと指先で頬を撫でた。

「先日クリアムが部屋に花を飾ったときに、そなたが非常に喜んでいたらしいと聞いたからな。喜ぶかと思って、私も真似をしてみた」

　そう告げたラヴルは、その口端を吊り上げる。

「少しでも私の『寵愛』が伝わったか？」

　この笑顔を浮かべたときの彼の言う『寵愛』は、完全に例の中庭事件における私の発言の引用だ。

「あ、あのときの『寵愛』については、もう忘れてくださいとっ！」

　慌てるように声を上げれば、頭に柔らかな口付けが降ってくる。

「はは、ラティーナが喜ぶなら、また花を摘んでこよう。いい子で待っているといい」

　そう言いながらつっと私の唇を撫でると、ラヴルはゆっくりと腰を上げた。

　ついこの間まで性行為のいろはすら知らなかったはずなのに、愛の言葉さえも日に日に上達していく彼に、容易く心揺さぶられてしまう。

　彼の真っ直ぐすぎる愛情表現に、戸惑いを覚えながらも確かに喜んでしまっている自分がいた。

　彼の去っていった扉を見つめて、浮かれた気持ちを戒めるように胸元を握りしめる。

　一人になった広い部屋の中で、小さく呟いた。

「……溺れないようにしなきゃ」

　その呟きは、誰の耳に届くでもなく、静けさの中に吸い込まれていった。





＊・＊・＊






　それは突然だった。

　いつもの昼下がりを過ごしていれば、急に部屋の外が騒がしくなり、しばらくすると水を打ったように静まり返る。

　これまで部屋の外から物音がしたことがなかったため、不安に思いながらベルを鳴らしてもクリアムは姿を現さなかった。

　──何かあったのかしら。

　そうは思うものの、以前の失敗を考えれば簡単に部屋を出ないほうと判断し、ただただ静かに時をやり過ごす。

　どれくらい経っただろうか。

　時間で言えば、ほんの数分だったかもしれない。

　静寂に包まれた室内で周囲の音を窺っていれば、コンコンと扉を叩く音が響いた。

　クリアムであれば、扉をノックすると同時に声掛けがある。

　ノックの後に返事を待つのは、ラヴルの癖だった。

　飛び跳ねるように寝台を降りると、小走りで扉へ向かう。

　勢いのままに扉を開き、待ち焦がれた相手を見上げた。

「ラヴ──っ!?」

　驚きに、瞳を大きく開く。

　扉の向こうに立っていたのは、見慣れた夫ではなかった。

「どーも」

　軽い口調でそう呟いた見知らぬ男性は、こちらを見下ろしながら歯を見せて笑う。

　茶褐色の髪に獣の耳のようなものが生えていることから、獣人には間違いないのだろう。

「すみません、人違いでした」

　扉を閉めようとすれば、ぐいっと足を差し込まれる。

　驚きに目を見開いていれば、相手はこちらを頭の上から爪先まで舐めるようにしげしげと眺めた後、ゆっくりと口端を吊り上げた。

「思ってた通りだなぁ。いや、それ以上か」

　相手が何を言っているのかわからず、思わず顔を顰める。

　こちらの表情に気付きながらも、特に気にしていない様子の彼は、人懐っこい笑みを浮かべた。

「俺はアーク。弟に監禁されてるアンタを助けに来たんだ」

　身に覚えのない彼の言葉に、更に深く眉根を寄せる。

「弟？　監禁……？」

「そうそう、ラヴルは俺の弟。似てんだろ？　顔のつくりとか」

　そう言われてみれば、目の前の男性も顔立ち自体は整っているように見えた。

「あーそれにしてもひでえな。どんだけ執着してんだよアイツ」

「執着？」

「その痕、異常だろ。首も腕も、服の下絶対やばいって」

　彼の言葉に慌てて情事の痕を隠せば、相手はおかしそうに声を上げて笑った。

「……獣人は、番に対しては深い情愛を持つものだと──」

「そりゃそうだが、番ってのは獣人同士でなるもんだ。アンタは人なんだから、その理には縛られる必要はない」

　──どういうこと？

　その言葉に困惑を露わにしていれば、向かい合う彼はにっと口端を吊り上げ、こちらを覗き込んだ。

「アンタは人なんだから、ラヴルに縛られなくていいんだ」

　思いも寄らない言葉に理解が追いつかず、ただただ呆然と相手を見つめ返す。

　そんな私の様子をどう思ったのか、相手は目を細めながらにやりと笑みを深めた。

「前に来た花嫁は、王宮を抜け出して『運命の相手』を見つけたらしいぜ？」

「『運命の相手』……？」

「そうそう、大体ずるいよなぁ。獣と人とを行き来できる体質だからってだけで、優先的に人の雌をあてがってもらえんだもん。俺達だって万年発情期な人の雌と交わる権利はあるはずじゃねぇか。なあ、アンタもそう思わねぇ？　ここから出て王宮の外に『運命の相手』を探しに行こうぜ」

　ぐいっと顔を近づけられて、思わず後ずさる。

　彼の本意はわからないが、『運命の相手』や『真実の愛』は、王城で過ごしていた頃から、最も忌避していた言葉だった。

「……『運命の相手』も『真実の愛』も結構です」

「なんで？」

「なんでって……前回の花嫁の方も、仮にも王に捧げられた花嫁ですよね？　夫がいながら王宮を抜け出して不貞行為だなんて」

「不貞行為ってなんだ？　さっきも言ったが、人は獣人の理に縛られない。ラヴルにとってはアンタが唯一の番かもしれないが、アンタに番候補はいくらでもいるんだ」

　彼の主張に、ただただ混乱する。

「だから、俺がここにきたんじゃねーか」

　にやりと笑った彼の手によって顎を捉えられ、間近に顔を近づけられる。

「あのラヴルがここまで執着してんだから、さぞ楽しめるんだろうな」

　まるで品定めをするかのような視線に、ぞわりと肌が粟立った。

　言葉を返せないでいる私をどう思ったのか、相手は楽しそうに笑みを深める。

「ああ、期待してくれていい。獣人の俺は、ラヴルみたいな貧相な人の身体じゃないからな。獣のアレは、人の雌にとっては大層具合がいいらしいぜ」

　下卑た笑みを浮かべた相手に顎を捉えられたまま、扉に身体を押し付けられる。

　上背のある身体が押し付けられれば、逃げようもない。

　脅える私の様子を楽しんでいるような相手の姿に、恐怖を感じながらもどうすることもできないまま、その顔が徐々に近づいてくる。

　その生温い吐息に、生理的な嫌悪が這い上がった。

「やっ──」

「手を放せ」

　その場に響いたのは、低い声だった。

　同時に身体にのしかかっていた重みが軽くなる。

　何が起こったのかと恐る恐る視線を上げれば、先程まで私を追い詰めていた相手の横には、その首元を掴むラヴルが立っていた。

　どうやら、彼が目の前の男を引きはがしてくれたらしい。

　顎を掴まれたままではあるものの、圧迫感から解放されたことにほっと息を吐けば、向かいの相手は悪びれない様子でラヴルに笑顔を向けた。

「なんだラヴル、久しぶりだな」

「その手を放せと言っている」

　ラヴルの視線は、私の顎を捉えたままの相手の手に注がれている。

　それに気付いた男は、再びニタニタと下卑た笑みを浮かべた。

「おいおい、何殺気立ってんだよ。いいじゃねーか味見くらい」

「黙れ」

　静かな言葉と同時に、男が飛んだ。

　それは比喩でもなんでもなく、ラヴルがついと腕を振っただけで、私の目の前にいた男が吹き飛び、広い廊下の石柱に派手な音を立ててぶつかる。

　強かに背を打ち付けた獣人は、力なく床へとずり落ちていく。

　衝撃的な光景を前に、ただただ目を見張ることしかできなかった。

「──ってぇな。おい、さっきから聞いてりゃなんだその言い方は、偉そうに！　俺はお前の兄だぞ！　人間の雌が来たってんだから味見くらいしたって──」

　吠える相手は、その言葉の続きを告げられなかった。

　いつの間にか男の前に移動していたラヴルは、兄だという相手の喉元を掴み、その頭を石柱に押し付けている。

　男の喉元からはぐうという苦しそうな呻き声が漏れた。

「死にたくなければ去れ。これ以上口を開くのなら、まずはその喉を潰す」

　そう告げたラヴルが相手を投げ捨てれば、男は彼を睨み付けながらも、何も言い返すことなくその場を去っていった。

　男がいなくなった廊下には、静かな沈黙が落ちる。

　相当不快だったのか、男に触れたその手を忌々しげに眺めているラヴルに、なんと声をかけたらいいのかと迷っていれば、パタパタと廊下を駆ける音が響いた。

「お、奥様ぁあ！　ご無事ですか!?」

　聞き慣れた声に振り返れば、クリアムの姿が見える。

　その姿にほっと胸を撫で下ろしたのも束の間、彼女の頬が赤黒く晴れていることに気付いた。

「クリアム!?　その頬は──」

「大したことはありません！　これは職務を全うできた勲章ですから」

「……クリアムが身体を張って、時間を稼いでくれていた」

　ラヴルの言葉に、クリアムの怪我があの男によるものだと知る。

　言わないでくださいよぉと照れたように頭を掻く彼女を見て、思わず涙が滲みそうになった。

「痛い思いをさせてしまってごめんなさい。クリアム、ありがとう」

　そっと彼女を抱き寄せると、一瞬身を固くしたクリアムはえへへと笑いを漏らす。

「私からも礼を言う。……よくやった」

　ラヴルの言葉に、クリアムは当然ですと胸を張った。

「もうじきここにも人が来る。ラティーナ、部屋に入れ。詳しくは私から説明する」

　そう言いながらラヴルは、部屋の扉を開く。

　この場は私が片付けておきますからと告げたクリアムを残して、彼に導かれるままに部屋へと足を踏み入れたのだった。







五、獣人国の真実








　部屋に入った瞬間、彼の腕に閉じ込められた。

　扉の向こうで人が行き来する音や飛び交う声を耳にしながら、身体を包む体温を感じていると、やがて廊下の騒がしさが遠のいていく。

　静寂が訪れた部屋の中で、私はそっとラヴルの背中を撫でた。

「ラヴル……聞きたいことがあるのですが」

「……今でないとだめだろうか」

　返ってきたのは、普段と明らかに違う弱々しい声だった。

　先程自分よりも大きな獣人を薙ぎ払ったばかりとは思えないようなその様子に、思わず両手を回して抱きしめる。

「どうかしましたか？」

「不安で仕方ない」

　そう呟く彼は、私の首元に頭を擦りつける。

「……大丈夫ですよ。ラヴルが助けてくれましたから」

「ラティーナ」

「はい」

　私を包むその身体は、僅かに震えていた。

「……ここでそなたを抱いてはいけないだろうか」

　その切実な響きに、胸が締め付けられる。

「構いませんよ。ラヴルが望むのなら──」

　私が返答を言い終える前に、性急に口付けられた。

　唇を重ねられたまま上を向かされ、唇の間から割り入ってきた熱い舌に口内を蹂躙される。

　舌を絡ませ、柔らかく食み、上顎を擦るように舐め上げる。

　口端から零れる唾液を気にする間もなく、深く深く浸食してくる舌を、どこまでも受け入れた。

　溺れそうなほどの荒々しい口付けに、毎夜慣らされた身体は簡単に絆されていく。

「……アレに触れられたのは、この辺りか」

　低く呟いたラヴルは、輪郭をなぞったかと思うと、親指の腹で顎を撫でる。

　両手で耳下を持ち上げるように上を向かされれば、顎先にぬるりと柔らかい感触が触れた。

「ラヴル、何を──」

「アレの臭いを上書きしている。ああ、服にも染みついているな」

　彼の手によって胸元と腰元の留め具が外されれば、身を包んでいた布はあっさりと床に落ちた。

　下着だけの姿になった私を見下ろした彼は、その指で昨夜の情事の痕をひとつひとつ確認するように撫でていく。

「……これほど痕を残しても、簡単に他の雄に臭いをつけられるとはな」

　小さく舌打ちをしたラヴルが、昏い表情でその顔を首筋に埋めると、ちりっとした痛みが走る。

　吸い付かれた場所には、新たな赤い痕が増えているのだろう。

　いつもは一か所痕をつければ、次へ次へと唇を滑らせていく彼が、なぜか痕を残したであろう場所を執拗に舐めている。

「ラヴル？」

「……歯を立てれば、この薄い肌は裂けてしまうだろうか」

　その呟きに、以前のやりとりが蘇った。

　獣人同士では歯を立てて己の痕を刻むことが一般的だと言った彼に対し、人同士の行為に不慣れな状態で歯を立てられることに不安を抱いた私は、肌を吸って痕を残すやり方を教えた。

　今、私の身体にたくさんの赤い痕が残っているのは、自分の教えた行為の結果である。

「ラヴルは、私の身体に歯を立てたいんですか？」

「……そうだな。この白い肌に、はっきりと自分の痕を残したい。二日三日で消えてしまう不確かな痕ではなく、もっと……できれば永遠に残る痕を刻みたい」

　首筋を舐めていたラヴルは、舌先で辿るように肩へと移動していく。

「この白い肌は、ラティーナの血肉を包んでいるんだろう？　愛しいそなたのものならば、どれほど甘いことだろうか。ラティーナの溢す蜜はどこまでも甘いのだから、牙を立てた場所からぷつりと漏れ出るそなたの血は、さぞ甘美な味わいだろうな」

　私の肩口に顔を埋めるラヴルの姿は、どこからどう見ても人間にしか見えない。

　そんな人間らしい見た目に慣れてしまっていたせいか、突然垣間見えた彼の獣性に、思わず身体を強張らせてしまった。

　──わかっていたことじゃない。

　彼は獣人国の王。

　まごうことなき獣人である彼の性質が透けて見えただけなのに、今更驚いてしまう自分が情けなくて恥ずかしい。

　なにより、これほどまでに愛情を示してくれている彼を信じきれていない自分が許せなかった。

　両手に拳を握り、肩口に顔を埋めているラヴルを見つめる。

「ラヴル」

「ああ、すまない。脅えさせてしまったな。歯を立てれば、きっとラティーナが痛い思いをするだろう。それは本意ではない」

「大丈夫です」

　私の言葉に、ラヴルが顔を上げる。

　不思議そうにこちらを見つめる彼を、真っ直ぐ見据えた。

「歯を立ててもらっても、大丈夫です。それでラヴルが安心できるなら」

　以前、肌を吸って痕を残すことを提案したときは、まだ彼を信じきることができていなかった。

　噛むという行為は、力加減を誤れば取り返しのつかない酷い怪我を負う可能性もあるし、下手をすれば死に至る場合だってあるだろう。

　恐怖は消えないながらも、これまで嘘偽りない愛情を真っ直ぐ向けてくれた彼に──そのひたむきさで自分の心を動かしてくれた彼に、己の命を預けてもいいと感じていた。

「痛いのは少し怖いですが、ラヴルが私に酷いことをしないことはわかります。ラヴルが安心できて、今日みたいな他の雄の方が寄ってこなくなるなら、そうしてほしいです」

　私の言葉に、ラヴルは大きく目を見開く。

　そしてその顔をくしゃりと歪めたかと思うと、ぶんぶんと大きく頭を振った。

「ラヴル？　どうかしましたか？」

「……いや」

　慌てる私の様子に、彼はふっと頬を緩めた。

　伸ばされた手が背に回され、まるで包み込むように抱きしめられる。

「不安を埋めたくて、ラティーナを抱こうとした自分が情けない」

「そんなこと気にしないでください。私がいいって言ったんです」

　気落ちしているような彼の声に、思わず手を伸ばして背中を撫でた。

　その牙を使えば、人間なんて一瞬で仕留めてしまえる。

　獣人の国の頂点に立つ存在である彼が、まるで気弱な青年のような言葉を口にしていることが、なんだかおかしくて堪らない。

「ラヴルの望みに応えたいと思ったのは、私の意思ですから」

　これまで散々与えられてきた愛を少しでも返すことができるなら、彼が喜んでくれるなら、自分のできることであればなんだってできる気がした。

　包まれる腕の中で、頬に触れる彼の体温を感じつつ、少し早い鼓動が耳に響いてくる。

「……あの、噛み痕はつけなくてもいいんですか？」

　おずおずと口を開けば、頭上からふっと笑うような気配がした。

「ああ、ラティーナの言葉で十分だ」

　言葉と共に、額に口付けが降ってくる。

　顔を上げれば、目を細めながらこちらを見下ろしているラヴルの顔があった。

　いつも通りの穏やかな微笑みに、思わず安堵の吐息が零れてしまう。

「付けたくなったら、いつでも付けて大丈夫ですから」

「はは、そのときはラティーナに痛みを感じさせないよう善処する」

　和やかな返事にようやく肩の力を抜けば、彼は私の腕を撫でるように掬い上げると、指先をぱくりと口に含んだ。

「へっ!?　あ、あの……」

「腕から指先は服に覆われてなかったからな。アレの臭いが残っている」

　そう言う間にも手の指を一本一本咥えられ、柔らかな舌に丹念に舐めとられる。

　指の間に舌を這わされると、なんだかくすぐったいようなむず痒いような感覚に落ち着かなくなる。

　快感を拾うはずの場所ではないのに、ラヴルが私の指を舐めているという事実が、あまりにも官能的で、じわじわと羞恥心が身体を火照らせていく。

「どうした？　反対の手も差し出せ。上塗りする」

　ふっと口端を上げるその表情すら艶めかしく見えて、慌てて視線を逸らしながら、反対の手を差し出した。

　──いつからこんなに、はしたない女になってしまったのかしら。

　これは臭いを上塗りするための行為なのに、まるで愛撫を受けているかのように感じている自分が恥ずかしくなる。

　はしたない思考を頭から追いやりたくて首を振るものの、指先から伝わってくる柔らかな感触にすぐに腹の奥が疼いてしまった。

「なぜ今日に限って侵入を許してしまったんだろうな」

　そう呟いた彼は、薬指の付け根に柔らかく歯を立てた。

　ただの甘噛みのはずなのに、切ないような逃げたくなるような甘い痺れが走る。

「早々に警備を見直しておく」

　私の様子に気付いていないのか、指を舐め終わった彼はその舌を手首へと這わせた。

　手首の血管の上を指先でなぞり、その上に唇を寄せる。

「ラティーナを奪おうだなんて、全く忌々しい」

　ちりっとした痛みが走れば、手首には新しい赤い痕が増える。

　そのまま彼は血管をなぞるように、腕の内側にゆっくりと舌を這わせた。

　他の雄の臭いを消す行為のはずなのに、肌の上を撫でる彼の舌先の柔らかさや熱に、翻弄されている自分が恥ずかしくて仕方がなかった。

「あの、ラヴル……」

「どうした？」

　不思議そうに首を傾げられれば、思わず言葉に詰まった。

　早くいつものように抱いてほしい。

　この腹の奥を掻きむしりたくなるような、ジクジクとした欲望から解放されたい。

　みっともない心の内を感じながら、慎重に言葉を選ぶ。

「……早く寝台に行きませんか？」

　遠回しな私の言葉に、二、三瞬きを繰り返したラヴルは、ふっと口端を吊り上げる。

「別にここでしてもいい。人の姿でも、ラティーナ一人抱えて揺さぶることぐらいできるからな」

「し、寝台で！　お願いします!!」

　そう叫んだ瞬間、ふわりと身体が浮いた。

　一瞬にして抱き上げられた私は、彼の手によって寝台へと運ばれると丁寧に横たえられる。

　腰横の紐を引かれ下着を抜き取られれば、ひんやりとした空気を感じ、それだけで自身の秘所が濡れそぼっていることを実感してしまう。

　自身の着衣を脱ぎ捨てたラヴルは、私の脚の間に膝を割り入れながら覆いかぶさると、優しく唇を重ねた。

　互いの肌が直に触れれば、溶けそうなほどの熱が伝わってくる。

　彼の舌が、指先が、勝手知ったる私の身体を撫で、擦り、簡単に高みへと追い詰めていく。

　胸の先に吸い付かれ、舌先で転がされてしまえば、その快感が背中を駆け昇った。

　彼の指が割れ目をなぞり、蜜を纏ったその指先で前の突起を引っ掻かれれば、あっという間に高みへと追い立てられていく。

「ひっあ、あぁっ」

　待ちわびていた直接的な刺激を享受すれば、大きな快楽の波に呑み込まれそうになる。

　自分のものではないかのように身体が強張り、ガクガクと揺れた。

「快楽に身を任せるといい。決して悪いようにはしない」

　胸元から覗く彼の囁きに、ふと力を抜けば、せり上がってきた快感に視界が白く弾けた。

　肩で息をしている私の額に、柔らかな口付けが降ってくる。

「ああ、ラティーナ、私の手で達してくれたんだな」

　そう呟いた彼は、その指先をつぷりとナカへの沈めた。

　十分に潤ったそこは、彼の指を容易く呑み込んでいく。

　二本三本と増やされる指先が、内壁の浅いところを擦るたびに、下腹に再び熱が灯っていくのがわかる。

　ぐるりと内壁をなぞった指が音を立てて引き抜かれると、性急に彼のモノがあてがわれ、そのまま切っ先をぐぷりと埋め込まれた。

　押し広げられる圧迫感に腰が引けるものの、彼の手によって腰を捉えられ、更に深く奥まで押し広げられていく。

「ひぅっ……んっ」

　はしたない声を上げないよう唇を噛みしめるものの、奥を抉るように突き上げられればくぐもった声が漏れる。

　内側に熱棒を沈めたまま指の形が食い込むほどに乳房を揉みしだかれ、その先を口に含まれ舌先で弄ばれる。

　舌先で弾かれ、もう片方も指先で捏ねられてしまうと痺れるような快感が背中を走った。

「っ……ぁっ、んぅっ」

　声を抑えようと思うのに、次々と注がれる甘い刺激に口から甘ったるい声が漏れる。

　胸の先から与えられる快感に溺れながらも、ナカに沈められたモノが動いてくれないことがもどかしくて堪らなかった。

「ラ、ヴル……お願」

「どうした？」

　胸元から顔を上げた彼は、目を細めながらこちらを見上げる。

「お願い、動……て」

　私の懇願に、ラヴルはふっとその表情を緩めた。

「ああ、ラティーナがそう望むならそうしよう。その代わり、私との行為に感じるラティーナの声を存分に聞かせてほしい」

「え──」

　そう言い終わる前に内側を押し広げていたものが引き抜かれ、次の瞬間、ずぷりと切っ先から根元まで押し込められる。

「ああぁっ！」

　身体を折り曲げられ、お互いの腰骨がぶつかるほどに深く激しく打ち付けられる。

　その手が胸元に伸ばされ、彼の唾液を纏った胸の先を弾かれるたびに腰が跳ねた。

　過ぎたる快楽に、言葉にならない喘ぎ声がただただ口端から漏れていく。

「ああ、この声を耳にできるのは……ラティーナを抱けるのは私だけだ」

　独り言のような彼の呟きが耳に届く。

　定まらない視界のまま彼のほうを見上げれば、その手が脚の間に伸ばされ敏感な突起に触れた。

「ぁあっ──」

　先程達した身体は、その大きな快感に内側を擦る熱棒を締め付ける。

　快感を拾うあらゆる場所から快楽を注ぎ込まれ、もう他に何も考えられなかった。

　彼のモノが私の内側を押し広げ、最奥を穿つたびに、ずちゅずちゅと卑猥な音を響かせる。

　激しく突き上げられ、揺さぶられていれば、どんどん快楽の中に思考が沈められていく。

「ラティーナ……私の、私の番だ」

　それは低く呻くような呟きだった。

　視線を向ければ、ぼんやりとした視界の先に、ラヴルの翠の双眸がある。

「絶対に、渡さない。誰にも、誰だろうと」

　その瞳に映る剣呑な光を目にしながらも、再び訪れた快楽の波に抗うことはできず、呑み込まれるようにして私は意識を手放したのだった。
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　重い瞼を上げれば、ぼんやりとした明かりが映る。

「起きたか」

　その声に視線を向ければ、寝台に腰を掛けるラヴルが振り向くようにしてこちらを見つめていた。

　側机には飲み物と軽食が用意してある。

　部屋の燭台には明かりが灯っており、どうやら既に日は暮れているようだった。

「食べられそうなら何か口にしたほうがいい。すまない。日中は少々、やりすぎた」

　彼の言葉にのそりと身体を起こすものの、腰の辺りには倦怠感が残っており、うまく起き上がることができなかった。

　彼に手を取られゆっくりと隣に腰を掛けると、小さな赤い果物を一つ手渡される。

　口に含めば、瑞々しい甘みが広がった。

　祖国では食べたことのない甘味に、ついもう一つと手を伸ばすと、隣からふっと笑う気配がある。

「……人とは、脆弱な生き物かと思っていたが、案外逞しいものだな」

　そう呟いた彼は、自嘲するような笑みを浮かべていた。

　どうしてそんな顔をするんだろうと思いながらも、ふと日中の出来事を思い出す。

　突然現れたラヴルの兄を名乗るあの男は、私の知らない事実を口にしていた。

「あの、昼間に現れた彼の言っていた話は、どういう意味なんですか？」

　私の問いかけに、一瞬間があったものの、ラヴルは静かに頷いた。

「アレの言っていたことは、全て事実だ」

　手にしていたグラスの水面に視線を落としたまま、ぽつりと言葉を溢す。

「ラティーナは人であるから、どの獣人とも番うことができる。そなたがそう望むのであれば、たとえ王であろうと止める権利はない」

　その声音は、なんとなく沈んでいるように感じられた。

　──まるで自分が選ばれるなんて考えていないような。

　日中あれほど愛を確かめ合ったはずなのに、ラヴルの不安そうな姿を目の当たりにすれば、なんだか自分の気持ちを信じてもらえていないような気がしてくる。

「ラヴルは、私が貴方以外の番になることを望むと思っているんですか？」

「それはラティーナが決めることだろう」

「ラヴルの意見を聞いているんです」

　真っ直ぐ相手を見据えれば、虚を突かれたように瞬きを繰り返した彼は、静かにその瞳を伏せた。

「……自分が選ばれることを期待はしているな」

　困ったような笑みを向けられて、思わず眉間に皺を寄せる。

「私は、初めからラヴルの花嫁だと聞かされてここに来ました。違うのですか？」

「人の花嫁が捧げられれば、まずは王に優先的に番わされる。先祖返りの子は、総じて優秀に生まれるらしいからな」

　聞き慣れない単語に首を傾げれば、隣の彼はふっとその頬を緩めた。

「先祖返りとは、私のような体質の者を指す。獣人はもともと人に変化できる獣が始まりだったらしく、祖先は皆、人と獣とを行き来していたらしい」

　現在多く見られる人に近い姿で獣の特徴を持つという獣人達は、交配が進んだ後に増えてきた体質なのだと彼は語った。

「我が国に先祖返りが生まれれば、須く王の座に置かれることが決まっている。しかし、先祖返りは人との間にしか子を作ることができないために、これまで人の国に花嫁を捧げるよう求めてきた。ラティーナが私のために求められた花嫁であることは、間違いではない」

　ラヴルの手が伸ばされ、私の手の上に重ねられる。

「獣人は同じ体質同士の者でしか番えないが、人はどの体質の獣人でも受け入れることができる。私はラティーナとしか番えないが、ラティーナは誰とでも番うことができるんだ。だから人の花嫁が捧げられると、獣人達はこぞって王宮を目指す。花嫁を攫うことができれば、自分の番にできるからな」

　つまり人の国から獣人国の王配として捧げられていた『花嫁』は、他の獣人達からも自分の『番』候補として認識されているということだろうか。

　私はラヴルのためにと捧げられた花嫁だが、今日のような見知らぬ獣人に捕まり攫われてしまえば、ラヴル以外の獣人の番にされる可能性もある。

　そう思い至れば、昼間の出来事の危うさに背筋に冷たいものが伝った。

「特に獣人の雌が減ってきている昨今、国を出る禁忌を犯してまで人の雌を攫おうとする者も少なくない。我が国に存在する唯一の人であるラティーナは、彼らの格好の的ではあるんだ。今回のように離宮に辿りつかれたのは初めてだったが、これまで何度も侵入者を処理してきた」

「人の国から、もっと花嫁を求めればいいのではないですか？」

「人が獣人を恐れていることを知っているからな。我々獣人の祖先は、人と友好的な関係を築きたいと望んで人に変化した獣だ。獣人としての優位性を振りかざさないよう、花嫁については、ラティーナの祖国のように先方の過失の対価としてしか要求できないようになっている。それに、番を囲い込みがちな獣人には、合わない性質の人もいるからな」

　その言葉に首を傾げた私を見て、ラヴルはその目を細めるようにして微笑んだ。

　隣から伸びてきた腕に、そっと身体を包まれる。

「ラティーナが無事で良かった」

　言葉と共に柔らかな口付けが降ってくる。

　身体を包み込む腕に寄せられ、胸元に頬をすり寄せれば、ふっと微笑む気配があった。

「前回の花嫁が、前王以外の獣人を『運命の相手』と呼び、番となったことは間違いない」

「……そこに本人の意思はあったのですか？」

「それはわからない。獣人は己の番を人前に出したがらないからな。ただわかっているのは、彼女は自らの意思で王宮外に出たのではなく、他の獣人から攫われたことだけだ」

「そんな……前回の──ラヴルの前の獣王陛下は、どうされたのですか？」

「前王は前回の花嫁がこの世を去った後に自ら命を絶っている。己の番候補を守れなかった不甲斐なさもあったのかもしれないな」

　昼間の彼は、前回の花嫁は王宮を抜け出して『運命の相手』を見つけたと言っていた。

　その言葉が真実だったかどうかは、本人にしかわからない。

　しかし、攫われた獣人に囲われ閉じ込められ、己の番だと植えつけられてしまえば抗いようもなかったのではないか。

　一歩間違えば自分もそんなことになっていたのかもしれないと思うと、ぞっと背筋が寒くなった。

「……己の花嫁に、これほど入れ込む予定ではなかったんだがな」

　ぽつりと溢された彼の言葉に、ふと顔を上げる。

「だから、あんなふうに私のことを抱いたんですか？」

　相手に入れ込みたくないからと、わざと向かい合わなかったと言われれば確かに納得がいく。

　私の言葉に虚を突かれたように目を丸くしたラヴルは、すぐに苦笑を浮かべた。

「それは違うが、すまなかった。私が不勉強なばかりに、ラティーナに痛みを感じさせてしまったな」

　謝罪と共に重ねられていた手の指を絡めると、掬い上げるようにして彼は私の手の甲に唇を寄せた。

「……以前、そなたが部屋を出たことに気付いたとき、逃げ出したと思ったんだ」

　そう口にしながら、ラヴルは静かに目を伏せた。

　突然の告白に驚きながらも、彼の言葉にふと小さな違和感を覚える。

　クリアムを探しに私が部屋を出たあの日、いくら周囲を見回しても、部屋の周辺には誰もいなかったはずだ。

　彼は誰かに私の行動を見張らせていたのだろうか。

「どうしてあのとき、私が部屋を出たことがわかったのですか？」

　私の質問に、彼はふっと口端を緩めた。

「この王宮にラティーナ以外の人間はいない。その特徴的な足音が廊下を歩く音がしたからな。すぐにわかった」

　そう告げたラヴルは、静かに視線を落とす。

「そなたを見つけたら、二度と部屋から出られないようにするつもりだった」

　彼の指が、つっと手首の内側を撫でた。

「以前、ラティーナに部屋を出ないようにと言ったのは、己の番候補を他者の目に晒さないためでもあるが、そなたを傷つけない自信がなかったからでもある。自分の元から逃げ出すような番であれば、意思を歪めてでも自分の側に留めおくべきだと考えていた」

「そんな大げさな……」

「獣人とはそういうものだ。番を囲い、己の側に縛りつけようとする。実際、これまで逃げ出して連れ戻された花嫁の中には、獣姿となった王に脚の腱を噛みちぎられて一生飼い殺しになった者もいた」

　その言葉に、息を呑む。

「中庭にいるラティーナの姿を見つけたとき、どうすれば効率的に飼い殺しにできるかと考えていたんだがな」

　その瞳に昏い光を宿らせていた彼は、ふっと柔らかくその目を細めた。

「まさか面と向かって『ド下手』と言われるとは想像していなかった」

　懐かしい響きに、全身から冷や汗が噴き出しそうになる。

「そ、その節は誠に申し訳なく……」

　例の発言については平謝りをするしかない。

　政略婚姻を円滑に継続するためとはいえ、当時の彼に何の指摘もせず痛みを隠していたのは私自身だった。

　己の妻から面と向かって『ド下手』だと罵られるなんて、男としての矜持は相当傷つけられたに違いない。

「詫びる必要はない。おかげで、私も考えを改めることができた」

　不意に視界が陰ると、私の身体を包み込むように彼の腕が回される。

「……人とは皆、獣人を前に恐怖し、嫌悪してくる存在だと思っていた」

　ふっと笑ったような気配と同時に、回された彼の腕に力が込められる。

「中庭で、獣姿の私と対峙したとき、ラティーナは真っ直ぐこちらに立ち向かっただろう？」

　彼の言葉に、あのときの出来事を思い出す。

　中庭で獣姿のラヴルと対峙したとき、死を覚悟したことは間違いないが、言いつけを破って部屋を出てしまったのだから、自分の身は自分で守るべきだと必死に知恵を振り絞っていた。

「先祖返りは、威圧で全ての獣人をねじ伏せることができる。だからこそ王に据えられるのだが、そんな私に、まさか獣人より脆弱な人が立ち向かってくるとは想像してもいなかった。小鹿のように震えながらも果敢に吠えて真っ直ぐこちらに対峙するラティーナの姿が、眩しくて仕方がなかったんだ」

「……それは、褒めていますか？」

「はは、褒めている褒めている」

　楽しげな声を上げた彼は、ぐりぐりと私の頭を撫でた。

「獣人は強き心を好む。人でありながら獣に対して一歩も引かないラティーナの姿を、他の雄に見られなかったのは幸いだった」

　彼の言葉に嘘はなさそうだが、人の身の私からすると、獣人は皆特殊性癖でも持っているのかと思ってしまう。

　そんなことを考えていれば、すっと身体を離した彼は、その指で私の顎を捉えた。

　視線を上げれば、真っ直ぐにこちらを見下ろす翠の双眸がある。

　彼の指が唇の形をなぞった。

　それは、彼がよくやっていた口付け前の合図だった。

「ラティーナ、私だけの番になってほしい。私を、唯一の番としてほしい」

　そう言った彼の唇が、柔らかく重ねられる。

　いつもの貪るような深いものではなく、ただただ優しく触れる口付けに、今更ながら気恥ずかしさを感じてしまう。

　徐々に熱を帯びていく頬を見られたくなくて顔を背ければ、くすりと微笑む気配がした。

　愛の告白のような彼の言葉に、頑なだった心の内が溶かされていくのがわかる。

　王城にいた頃、『真実の愛』だとか『運命の相手』だとかを口にしながら、色恋に現を抜かす兄弟姉妹を内心ずっと見下していた。

　愛欲に溺れ、相手の行動で一喜一憂し、みっともなく相手に縋り『愛してほしい』と懇願する。

　それらは全て愚かで滑稽で、恥ずべきものだとずっと思い込んでいた。

　──自分は絶対に彼女達のようにはならない。

　恋なんて気の迷いに過ぎないし、愛なんて独りよがりな気持ちの押し付けでしかない。

　そう思い続けていたはずなのに──。

　真っ直ぐこちらを見つめてくるラヴルの視線に、胸の奥が締め付けられるように苦しくなる。

「……あの」

「何か不満が？」

　私の声に、彼は短く言葉を返した。

「いえ、不満ではないのですが……少しだけ私の過去の話を聞いてくださいませんか？」

「ああ、いくらでも聞こう」

　その言葉に、私は両手に拳を握ると、ゆっくりと目を伏せた。

「私は確かに王女ではあるのですが、王城で生まれ育ったわけではないのです」

「……どういうことだ？」

　怪訝な表情を浮かべるラヴルの様子に、思わず身体を強張らせる。

　王城で育った生粋の王女でなければ受け入れられないなんてことはないとは思うが、彼から向けられる感情が変わってしまうことが恐ろしかった。

　そう思ってしまうのは、既に彼に心が傾いてしまっているからなのだろう。

　だからこそ、彼に返事をするためには、真実を隠しておくわけにはいかなかった。

「私は国王である父が気まぐれに手を出した平民である母から生まれた庶子です。十六歳まで下町で生まれ育ったために、王城で過ごしたのは二年という短い間でした」

　思えば初めて獣人国に来たとき、タルバのことをそこまで恐ろしく感じなかったのも、近所にいた犬を想像できたからだろう。

　私が動物に対して抵抗が少ないのは、下町に生まれ育ったということが大きな理由だったのかもしれない。

「王城では、衣食住や教養の勉強など何不自由ない暮らしを送らせてもらっていましたが、どうしてもそこに馴染むことはできませんでした」

「なぜ？」

「王城は、たくさんの愛欲で溢れていたんです。何度も『真実の愛』を見つける姉妹や、毎日のように『運命の相手』を口説く兄弟達を見てきたせいで、愛だとか恋だとかに強い不信感を持っていました。獣人国への嫁入りを承諾したのは、あの王城から離れられると思ったからでもあります」

　視線を俯ければ、象牙色の民族衣装が視界に入った。

「政略結婚だと割り切ってしまえば、愛だの恋だの煩わしい感情に振り回されずに済むと思っていました」

　初めはただ、役目を果たせばいいと思っていた。

　子を孕めば政略結婚は成立するし、獣人に嫁がされる身で生き残れたとしても、相手とは適度な距離を保った関係を築くつもりだった。

　そんな当初の考えを思い出し、あまりの自分の変わりように思わず笑ってしまう。

「でも、違ったんですね」

　視線を上げれば、こちらを見つめる強い眼差しとぶつかった。

　太陽を溶かしたような金の髪、明るい翠の瞳に、整った顔立ち。

　目の前の彼は、初対面のときと比べてもその相貌は何一つ変わっていない。

　しかし、彼に向かう私の感情は、初めて出会ったときとは全く違うものになっていた。

「私がそういった感情を煩わしいと思っていたのは、自分が恋をしたことがなかったからでした。会えることが嬉しくて、触れるだけで満たされて、ささやかな贈り物にも心躍ってしまう。そんな浮ついた感情を私に教えてくれたのは、ラヴル、貴方です」

　そう告げながら、思わず眦に涙が滲んでしまう。

　いつの間にこんなにも惹かれてしまったのだろうか。

　身体を繋げるだけの期間は疎ましいとさえ感じていた彼の存在が、ただただ愛おしくて仕方がない。

　彼を知って、言葉を重ねて、心を満たされる幸せを知ってしまった。

「貴方の側にいたい。私は、ラヴルだけの番になりたいです」

　真っ直ぐ彼を見上げて、そう口にする。

　とびきりの笑顔で伝えたかったのに、彼に対する気持ちを自覚してしまった私は、うまく笑えなかった。

　眉尻を下げ、震えそうになる唇で、最後の問いを口にする。

「私が元平民だとしても、ラヴルの番として受け入れてくれますか？」

　次の瞬間、私は彼の腕の中にいた。

　その腕に力強く包み込まれ、胸元から伝わってくる温もりが嬉しくて、滲んでいた涙が頬を伝っていく。

「出自なんて些末なことを、私が気にするわけがない。私が望むのはラティーナ、そなただけだ」

　背中に回された腕に力が込められる。

「……これからも、そなたを望む雄が姿を現すこともあるだろう」

　耳元で、ラヴルの声が聞こえる。

「私が必ず守る。だから」

　服の上からじんわりと伝わってくる彼の体温が、私の心を温めてくれていた。

「ラティーナには、私だけの番になってほしい」

　その言葉に、相手の背中に腕を回して応える。

「はい、喜んで」

　返答と同時に、彼の唇が重ねられた。

　それは、初めて交わしたときと同じような、触れるだけの口付けだった。

　触れては離れ、離れては触れてを繰り返していると、こちらを見つめていたラヴルがふっと微笑む。

「口付けを教えてくれたのも、ラティーナだったな」

「……教えてほしいと望んだのはラヴルではないですか」

「はは、違いない」

　そう言った彼は、再び唇を重ねた。

　舌先で唇のかたちをなぞり、薄く開いた隙間から内側へと侵入してくる。

　両手で耳の下を包むように上を向かされてしまえば、抗うこともできず、彼の熱い舌が動くままに口内を蹂躙されてしまう。

　深く口付けられながら、彼の指先が耳の窪みをなぞるだけで、背筋が粟立つような感覚が走った。

「っ、んぅ」

　奥深くまで舌を差し込まれ、思わず声が漏れる。

　柔らかいものが己の舌に絡みつき、誘い出された舌先を吸われてしまえば、苦しいのか切ないのかもわからない。

　だらしなく開いた口端から、どちらのものともつかない雫が零れているのに、そんなことが気にならないほどに、彼に求められ、それに応えられることが嬉しくて仕方がなかった。

　見上げた先には、相変わらず美しい容貌のラヴルがこちらを見つめている。

　確かな熱の籠るその美しい翠の瞳が、愛しくて堪らない。

「……ラティーナが人同士のまぐわいに詳しかったのは、身近に見本がいたからだと言っていたな。その身近に、そなたを想うような雄はいなかったのか？」

　彼の言葉に思わず目を瞬かせる。

　驚きに呆けていれば、眉間に皺を寄せたラヴルが、顔を近づけるようにしてこちらを覗き込んだ。

「過去を詮索するつもりはないが、己の敵を知っていたほうがいいだろう？　人側にも脅威となりえる存在があるのならば、対策をしておくに越したことはない」

　大真面目にそう語る相手に、つい笑みが零れてしまう。

「ふふ、私にそんな相手はいませんでしたが、そういえば一度血の繋がった兄に寝所に連れ込まれそうになったことはありましたね」

「……殺すか」

　低く呟かれたその声に、笑みを溢す。

「未遂ですし、力一杯蹴り上げたらその後一切近寄らなくなりましたので、ご安心ください」

「蹴り上げた？」

「ええ、男性の急所と言われる場所を力一杯。しばらく私と顔を合わせる際は、内股になっていらっしゃったのが印象深かったです」

　私の言葉に目を見開いた彼は、小さくふっと息を噴き出した。

「さすがラティーナだ。人間の雄に対しても胆が据わっている」

「だてに下町で育っていませんから」

　胸を張りながら答えれば、額に口付けが降ってくる。

「しかし、今後はその豪胆さをあまり周囲に見せつけてくれるな。ただでさえ毎日のように王宮外の雄を返り討ちにしているのに、王宮内にまでそなたを狙う雄が出てきてもらってはかなわない」

　ラヴルはそう言いながら、額から頬、頬から首筋へと唇を滑らせていく。

　首筋を柔らかく食んだ唇が肌に吸い付くと、ちりっと焼けつくような痛みが走った。

「愛しいラティーナの強さも美しさも、私に全て独占させてほしい」

　赤い痕が残っているだろう場所を彼の舌先が撫でる。

「できることなら一切の自由を奪い去って、一生この部屋に閉じ込めてしまいたい。ラティーナの瞳には私だけを映していたい」

　彼の歯が、首筋に当たった。

「私の中に、これほど強い獣性が残っていたとは知らなかった」

　首筋に当てられた歯に力を込められることはなく、やわやわと甘噛みを繰り返している。

「以前クリアムから、獣人は番を囲いがちだと聞きましたが、獣性とは独占欲みたいなものなんでしょうか？」

　私の質問に、顔を上げた彼は自嘲気味な表情を浮かべる。

「ああ、そうかもしれないな。番を愛したくて、愛されたくて必死なんだ。誰にも取られたくないし、自分だけのものにしてしまいたくなる」

　そう言いながら目を伏せたラヴルの頬に、そっと手を伸ばした。

　頬に触れた私の指に手を重ねると、彼は俯けていた顔をゆっくりと上げる。

「……それは、獣人だけじゃないです」

　私の言葉に、ラヴルは僅かにその目を見張る。

「私だってラヴルを愛したいですし、愛してもらいたいです。だって私は、ラヴルの番なんですから」

　そう告げながら、腰を浮かして唇を重ねた。

　重なった唇を離しながら、うっすらと目を開けば、目の前には嬉しそうに顔を綻ばせるラヴルの笑顔がある。

「はは、ラティーナは本当に、私の欲しい言葉をくれるな」

　覆いかぶさるように寝台に押し倒されると、性急に服をはぎ取られた。

　露わになった私の肌の上には、日中激しく交わった情事の痕がはっきりと残っている。

　唇を重ねられ、深く深く口内を貪るような荒々しい口付けに、再び何も考えられなくなっていく。

　彼の指先が肌の上を滑り、胸元へと昇っていく。

　大きな手に包まれ、柔らかく揉みしだかれれば、彼の手のひらの中で硬くなった胸の先が刺激を拾い始める。

「んっ」

「ラティーナは相変わらずここが好きだな」

　ふっと微笑んだラヴルは、指の腹できゅっと胸の先を摘まんだ。

「あぁっ！」

　片方の胸先を指で弾かれ、もう片方の胸先に吸い付かれる。

　舌先で転がされ、柔らかく歯を立てられると、下腹の奥がじくじくと熱を持っていく。

　唇で食まれ舌先に弾かれ、赤くそそり立ったそこは、ラヴルの唾液でてらてらと鈍く光りながら主張していた。

　羞恥に顔を背けるものの、そんな心の内など知らない彼に胸の先に吸い付かれ、もう片方を指先で摘ままれると、あられもない嬌声が漏れそうになってしまう。

「んっ……ふ、ぅ」

　はしたないほどに立ち上がった胸の先を擦られ捏ねられ、熱い吐息と共に声が零れる。

　痺れるようなその刺激に反応するように、びくびくと身体が勝手に跳ねた。

　勝手知ったるかのように私の弱いところを的確に暴いていくラヴルは、胸の先を刺激しながらも、指先を脚の付け根へと伸ばしていく。

　襞をかき分けるように割れ目をなぞり、入り口を確かめるようにとんとんとノックされれば、それだけでとぷりと蜜が溢れてしまう。

　愛液を纏った指先がくちりと水音を立てながら、入り口の浅いところを出入りすれば、まるでその刺激を待ち望んでいたかのように零れた蜜が谷間を伝う。

　その恥ずかしさに顔が熱を持つものの、胸の先から注がれる甘い痺れと、蜜口を出入りする指の感覚で、腹の奥はただただその先の刺激を求めていた。

　浅いところを出入りするだけだった指先が、ぐっと押し入りナカに侵入してくる。

「んぅっ」

　圧迫感を感じながらも、十分すぎるほどに潤っているその場所は、突き立てられた指を易々と呑み込んでいった。

　これまでの行為で散々快楽を教え込まれている蜜口は、彼の指を受け入れ、更には強請るようにきゅうきゅうと締め付けてしまう。

「……ラティーナは真っ直ぐな性格をしているが、身体も素直だな」

　ふっと笑ったラヴルは、ナカに沈めていた指の腹でぐっと内壁を押した。

「ひぁっ！」

　漏れ出た声に、彼は目じりを下げるようにその目を細める。

「ラティーナの悦いところはここだろう？」

　指先でそこを押されるたびに、びくりと身体が跳ねる。

　痺れるような刺激を走らせる場所をぐっぐっと押されるたびに、あられもない声が口から零れた。

「やっあぁ、あ……やぁっ」

　強すぎる快感に涙が滲みそうになる。

　彼の指は止まることなく、ぐちぐちと卑猥な水音を立てながら私の内側を押し広げていく。

「やっ……待っ、お願い」

「嫌なら跳ね除けていい。感じるのが怖いだけなら私に縋りつけばいい」

　心の内を見透かすようなその言葉に、思わず両手を伸ばして彼に縋りつく。

　ぐちゅぐちゅと響く水音に、下から駆け昇ってくる快感。

　身体中を苛むような快楽に思考は溶かされ、もう彼のことしか考えられなくなっていく。

　いつの間にか増やされた指がぐちゅぐちゅとナカを擦り、胸の先は指先でカリカリと引っ掻かれ舌先に弾かれ、頭の中が真っ白に染まる。

「あぁあっ！」

　弾けるような快感が身体を突き抜ければ、僅かに浮いていた身体がベッドへと沈み込んだ。

　チカチカと星が飛ぶような視界の中に、じっとこちらを見下ろすラヴルが映る。

　覆いかぶさるように口付けを落とした彼は、私の脚を立てるようにして腰を持ち上げた。

　十分に潤んだ蜜口に、ラヴルは己の切っ先をあてがう。

　触れただけで伝わるその熱に、十分に解された身体は待ち望んだ刺激を期待してしまう。

　その先が蜜に濡れそぼった入り口を滑るようにぬるりとなぞる感触すらも、腰に甘い痺れを響かせていた。

　触れるだけなのがもどかしい。

　早くその熱棒を押し込んでほしい。

　いつものように内壁を押し広げて、揺さぶって、他には何も考えられなくなるくらいに満たしてほしい。

「ラヴ、ル」

　達した余韻に蕩けた思考のまま、名前を呼ばれて顔を上げた彼のほうへと両手を伸ばす。

　彼の頸に抱きつくようにして、その耳元で囁いた。

「お願い、早く……」

「ああ」

「貴方で、埋め尽くして」

　次の瞬間、ずんと最奥まで突き上げられた。

「あぁあっ！」

　満たされた幸福と、埋め込まれたものの圧迫感で、視界に星が飛ぶようにも見える。

「ラティーナは、私を喜ばせるのが本当にうまいな」

　突き入れられたものは、休む間もなく私の身体を揺さぶってくる。

　浅いところに当たればゾクゾクと駆け上がるような刺激が走り、奥を抉るように突かれれば何も考えられなくなるほどの快感の波が襲ってくる。

「あっやぁあっ」

　何度も快楽の先に押し上げられていれば、生理的な涙が滲んでくる。

　その涙を舌先で舐めとったラヴルは、私の身体を反転させてうつ伏せにした。

　腰を持ち上げて背後から突き上げられれば、出会って間もない頃の二人の関係が頭を過ぎる。

　あの頃は、こんな関係になるなんて想像もしていなかった。

　そう思いながらも、耳を食まれ、彼の指先で胸の先を摘ままれてしまえば、せり上がってくる快感に思考を呑み込まれていく。

「あっんぁ、っ……あぁっ」

　何度も達してしまった身体は力が入らず、揺さぶられるままに寝台に縋りつく。

　腰を打ち付けられるたびに、肌と肌とがぶつかり合う音が響き、ナカをかき混ぜる卑猥な水音が響いた。

　だらしなく開いた口元からは言葉らしい言葉なんて出てこないのに、突き上げられるたびにはしたない嬌声が漏れる。

　背中に覆いかぶさったラヴルは、その指で胸先を弾き、足元に伸ばされた手は快感を拾う突起を引っ掻いた。

「やぁあっ！」

　強すぎる刺激に背中を反れば、うなじに唇を寄せられ、舌先でなぞられた直後に歯を立てられる。

　その痛みすら心地よくて、下腹部が切なく締め付けられる。

「──ナ、私の、ラティーナ」

　私を呼ぶ彼の声を耳にしながら、何度目かわからない高みへと昇らされていく。

「やっ……っあ、あぁあっ！」

　これまで以上に大きな快楽の波に、ガクガクと身体が震える。

　爪先から頭の先まで突き抜けるような快感が走った後、力なく寝台に沈み込みそうになった身体を、ラヴルの腕が掴まえた。

　白みかける意識の中で、一層激しく打ち付けられる刺激を享受していれば、腹の奥に熱いものが広がっていく感覚を覚える。

　彼の熱を受け止められたことに、じんわりとした幸福感が心の奥を埋め尽くしていく。

　くったりと寝台に沈み込んでしまった私の背に、熱を帯びた肌が重ねられた。

「ラティーナ、愛しい私の番」

　そう口にしながら、ラヴルは先程噛みついたうなじに唇を寄せる。

　己の歯形を辿るように丹念に舐める彼の舌の動きに、思わず口端から吐息が漏れた。

　そんな私の声が届いたのか届いていないのか、私の背に覆いかぶさった彼は耳元に唇を寄せると、ふっと小さく笑み、静かに囁いた。

「身体がつらければ寝ていればいい。私はもう少し、そなたを愛させてもらおう」

　そう言うと、先程吐精したばかりだというのに形を取り戻しつつあるソレが、ゆっくりと内壁を擦り始める。

「!?　ラ、ラヴル!?」

　あまりの回復の早さに驚きながら後ろを振り返れば、口端を吊り上げた彼に口付けられる。

　腰を持ち上げられ、切っ先を最奥に押し付けられれば、反射的にあられもない声が漏れてしまった。

　伸ばされた彼の手が胸のふくらみを包み、指先がまだ柔らかな胸の先を擦り始める。

「や、待っ──」

「ラティーナは私に愛してもらいたいと言ってくれただろう？　せっかく許可を得たのだから、これからは存分に私の愛を注がせてほしい」

「それとこれとは──っ！」

　言葉を遮るように唇を塞がれ、舌を絡められると何も言い返せなくなってしまう。

　これまで遠慮していたとも取れる彼の言葉を不穏に感じながらも、不埒に動く彼の手の動きに徐々に思考が溶かされ始めていた。

　──ああ、こうやって溺れていくんだわ。

　そんなことを考えながら、再び始まる律動になけなしの理性はあっさりと呑み込まれていく。

　色欲や情欲なんて一番嫌っていたもののはずなのに。

　恋というものはこれほどまでに己を変えてしまうのかと自分に驚きながら、再び快楽の底へと沈んでいくのだった。







エピローグ








「ははうえ、ごらんください！」

　たどたどしくも自信満々な様子の言葉の主は、その手に花かんむりを掲げていた。

「あらラディ、上手に作れたわね」

　手を伸ばして柔らかな金色の髪を撫でれば、ラディは満足げにその顔を緩めた。

　青い空には綿毛のような雲が浮かび、温かな風は生い茂る草花を揺らしている。

　時間ができたからと突然誘われ、連れて来られた草原で、私達三人は親子水入らずの時間を過ごしていた。

「花かんむり、ぼくたくさん練習しました！　えらいってクリアムもほめてくれました！」

「ふふ、ラディはクリアムが大好きね」

　嬉しげに微笑む彼の頭を撫でれば、くすぐったそうにその頬を緩める。

　お互いを唯一の番とすると誓い合ったあの日からしばらくして、私の懐妊がわかった。

　生まれた瞬間、ラヴルと同じ性質であることがわかったラディは、次の王となることが既に決まっているらしい。

　セルヴ様曰く、二代続けて体質が受け継がれることは非常に珍しいそうなのだが、そうは言っても、まだ三歳になったばかりのラディは、次期国王というよりも甘えん坊のただの少年でしかない。

「お城の人達が言っていたんです。ぼくはいずれ人の花嫁をもらうんだって」

「そうね、ラディが大きくなったらね」

「ぼくの花嫁は、ははうえがいいです」

　むくれたように頬を膨らませたラディは、手にしていた花かんむりを突き出してきた。

「大きくなったら、ははうえと結婚します！　誓いの花かんむりをうけとってください！」

　ずいと目の前に突き出されれば、思わず笑みが零れる。

「ふふ、随分と可愛らしいプロポーズだわ。とても嬉しいけれど──」

「ラティーナは私の番だからな」

　上から降ってきた声に顔を上げると、ぽすっと頭に何かを乗せられる。

　不思議に思って確認してみれば、それはラディが作っていたものよりも一回りは太い花かんむりだった。

「あーっ、ちちうえひどい！　花かんむり、まねしましたね!?」

「人の番に声をかけるからだ。いいか、お前の母上は、父上の番だ。二度と求婚なんてするんじゃない」

　一人姿を消して何をしていたかと思えば、ラディに対抗して花かんむりを作っていたらしい。

　そんな可愛らしい嫉妬をしてくれるところは、相変わらずだなと思う。

「ひどいです。ぼくはただ、ははうえが好きなだけなのに」

「私もラティーナが好きだからな。お前の『好き』は足元に及ばないくらいに」

「それを言うなら、ぼくは大大大大好きです！」

　聞いているのが恥ずかしくなるような言い合いをしている二人を見て、思わず笑みが零れた。

　ラディが言葉を覚え出した頃から、三人でいれば大抵こんな会話になってしまう。

　呆れてしまうこともあるが、ラヴルの真っ直ぐな好意の言葉を耳にできることはくすぐったくもあり、嬉しくもあった。

「ラティーナ、はっきり言うといい。そなたが愛しているのはこの私だと」

「ははうえ、ははうえの一番はぼくですよね!?」

　こちらを振り返った二人の真剣な形相に、噴き出してしまう。

　再びにらみ合いを始めた二人の腕を掴んだ。

　驚いた様子の二人の腕をくっつけると、ぎゅっと両手で抱きしめる。

「二人とも、大好きよ。私の大切な宝物だわ」

　湧き上がる幸せを思わず口にする。

　草原に響いた私の言葉は、風に乗って晴れやかな青空へと吸い込まれていくのだった。







あとがき








　この度は『政略結婚のはずですが不器用な獣王陛下に実は寵愛されていたようです!?　～真実の愛は閨の手ほどきから～』をご購入くださりありがとうございます。まつりかと申します。

　今回ありがたいお声掛けをいただきまして、ずっと書きたいなと思っていた獣人変身ものを書き下ろさせていただきました。




　ヒロインであるラティーナは、市井育ちのため夢見がちな兄弟姉妹の恋愛観を嫌悪していましたが、中庭での一件以降のラヴルの猛攻を受けて、己の価値観と葛藤しながらも、今まで知らなかった感情を受け入れていきます。

　ヒーローであるラヴルは、王となるべく受けてきた教育を重視するあまり、すれ違いを生みますが、中庭での一件で彼女の本心を知ってからは、己の伴侶を得るために努力を惜しまず見違えるように成長していきます。

　ラティーナが獣姿のラヴルの前で己の寵愛を語るシーン、ずっと構想にあったシーンだったので、そこを書くことができて非常に嬉しく思っています。

　また、ラティーナから『ド下手』判定を下されていたラヴルが、徐々に成長し腕を上げていく姿も楽しく書かせていただきました。

　プロットに『スパダリに変化する』と記した覚えがあるので、スパダリになっていたらいいなと思います。

　愛だの恋だの馬鹿馬鹿しいと俯瞰していたラティーナがラヴルの求愛に心絆されていく姿や、王らしく尊大に振る舞うラヴルがたまに見せる年若い青年のような姿も楽しんでいただければ幸いです。




　表紙イラストをご担当くださったよしざわ未み菜な子こ先生、ラティーナとラヴルを美しく描いてくださりありがとうございました。

　また今回書き下ろしということで戸惑う部分も大きかったのですが、無事こうしてかたちにすることができたのは、支えてくださった担当様のおかげです。

　色々とご相談させていただくことも多かったのですが、根気強くお付き合いくださり誠にありがとうございました。

　改稿のたびに励ましのお言葉や助言をいただき非常に救われました。




　最後に、ここまで読んでくださったあなた様へ感謝を述べさせてください。

　ありがとうございます。

　少しでもお楽しみいただけましたら幸いです。






まつりか
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頑張るヒロイン、一途なヒーロー、不憫な当て馬大好きです。
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政せい略りゃく結けっ婚こんのはずですが不ぶ器き用ような獣じゅう王おう陛へい下かに実じつは寵ちょう愛あいされていたようです!?

～真しん実じつの愛あいは閨ねやの手てほどきから～
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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